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はじめに
 
  
本論の目的は、複数の要素を結びつける〈ネットワーク〉という概念を用いることにより、国語科における総
合的な学習指導のあり方を明らかにすることにある。
 
 
国際化、情報化が進む現代社会においては、 「ひと」や「もの」が複雑に結びつき、さまざまな情報がやりとり
されるように った。学校教育においても、家庭や地域社会との連携や学校と学校との接続により、多様な情報を活用して授業を展開していくことが必要となってきている。
 
 
教室に、さまざまな「結びつき」 すなわち、 〈ネットワーク〉を持ち込むこ は、学習活動に多様な関連性を
生み出すことであり、学習の総合化を導くものであると考えられる。
 
 
本研究では、小学校国語科における〈ネットワーク〉を活
用した総合的な学習指導のあり方について、次のよ
うな構成によって考察した。
 
  
第一章
 
〈ネットワーク〉を活用した総合的な学習指導
 
 
第二章
 
〈ネットワーク〉を活用した授業の実際
 
 
第三章
 
国語科学習指導における〈ネットワーク〉
 
  
第一章においては、 「複数の要素が何らかの関係によって結びつき、ある程度持続性を持っている状態」という
〈ネットワーク〉の定義をもとに、 「総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉の仮説」を立てる。
 
 
第二章においては、多様な〈ネットワーク〉を活用して実践した「雪の事典づくり」の授業をもとに、第一章
において導き出した「総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉の仮説」を検証する。
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第三章においては、第一章において立てた仮説と第二章における検証をもとに国語科における総合的な学習指
導を構想するための要件を整理する。
 
  
本論文の要旨は、以下のようにまとめることができる。
 
 
総合的な学習指導を支える〈ネットワーク〉を「複数の要素が何らかの関係によって結びつき、ある程度持続
性を持っている状態」と定義すると、次の二つの観点が浮かび上がる。
 
      
「Ａ
 
どのような『複数の要素』を結びつけるのか」という観点については、学習者を中心にした、次のよう
な〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉の存在が重要であろう。
 
       
「Ｂ
 
どのようにして『持続性』を持たせるのか」という観点については、 〈ネットワーク〉が持つ「情報と言
 
国語科の学習における〈ネットワーク〉に
 
 
 
Ａ
 
どのような「複数の要素」を結びつけるのか。
 
 
 
Ｂ
 
どのようにして 持続性」を持たせるのか。
 
 
多様な情報を結びつけるネットワーク
 
 
 
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉
 
 
 
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉
 
 
 
〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉
 
 3
葉の特性」が重要な意味を持つであろう。授業の中で、これらの九つの特性をまんべんなく満足させていくことは、国語科教育の構成要素（言語と結びついた認識、コミュニケーション、実際的な言語活動）を満たしことにもなり、 「持続性」を持たせながら〈ネットワーク〉を教育過程に組み込んでいくことが可能となる。
 
       
学習者を中心にした〈ネットワーク〉と、それらの〈ネッ
トワーク〉が持つ九つの「情報と言葉の特性」をも
とに、国語科における総合的な学習指導を構想するため 要件を次のように整理する
 
         【要件①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
 
〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を学習者に結びつけることによって情報が生まれ、それらの情
 
 
報の積み重ねから生み出された情報が、他の学習活動において活用されていく。
 
 【要件②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
 
 
〈ネットワーク〉の持つ九つの「情報と言葉の特性」をまんべんなく満たすことによって、 〈多様な情報
 
 
 
を結びつけるネットワーク〉が機能し、安定
して充実した情報を生み出すことができる。
 
 
国語科教育の構成要素と〈ネットワーク〉が持つ「情報と言葉の特性」との結びつき
 
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
「関係性」 、 「階層性」 、 「蓄積性」
 
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
「双方向性」 、 「開放性」
 
 
 
（３）実際的な 活動
 
 
 
「具体性」 、 「多様性」 、 「個別性」 、 「即応性」
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第一章
 
〈ネットワーク〉を活用した総合的な学習指導
 
 第一節
 
〈ネットワーク〉による学習の総合化
 
 
一
 
学校教育の〈ネットワーク〉化を促す「総合的な学習の時間」
 
  
一九九八（平成一〇）年一二月に新しい学習指導要領が公示され、自ら学び考える「生きる力」の育成や、特
色ある教育、特色ある学校づくりを進めることをめざした「総合的な学習の時間」が特設されることになった。
 
 
「総合的な学習の時間」を初めて提起したのは、一九九六（平成八）年七月の第一五期中央教育審議会第一次
答申である。第一次答申の「はじめに」には、第一五期中
央教育審議会が諮問された際の検討事項について、次
のように記されている（引用文に添えた傍線や引用文の中略は、すべて論者によるものである。以下同様） 。
 
  中央教育審議会は、平成七年四月、文部大臣から「二一世紀を展望した我が国の教育の在り方について」
諮問を受けた。その際、主な検討事項として次の三つの事項が示された。
 
 
[１
] 今後における教育の在り方及び学校・家庭・地域社会の役割と連携の在り方
 
 
[２
] 一人一人の能力・適性に応じた教育と学校間の接続の改善
 
 
[３
] 国際化、情報化、科学技術 発展等社会の変化に対応する教育 在り方
 
  
「二一世紀を展望した我が国の教育の在り方」について、まず、学校・家庭・地域社会 「連携」が取り上げ
られ、続いて、学校間の「接続」が述べられている。今後の学校教育が、各 だけで単独に行われるのではな
 5
く、学校と家庭や地域社会とが連携し、学校間が接続されて行われることの必要性を示すものであろう。このような「連携」や「接続」という「もの」と「もの」との結びつきは、 〈ネットワーク〉という概念を用いて言い換えることができよう。つまり、 「学校・家庭・地域」の連携による結びつきや「学校」と「学校」との接続による結びつきは、学校を中心とした〈ネットワー
ク〉の構築をめざそうというものである。
 
 
そのような〈ネットワーク〉が必要とされる背景には、国際化、情報化、科学技術の発展といった、社会全体
の変化がある。世界各地を結ぶインターネットなどの通信網の発達は、われわ にさまざまなも を結びつけることになり、大量の情報をもたらすこ を可能にした。今
後、個人と個人をとりまく諸事象とを結びつける〈ネ
ットワーク〉の重要性は、ますます大きくなっていくことが予想される。そのような二一世紀を展望した教育について、中央教育審議会答申は次のように提案している。
 
 
 
子供たちに［生きる力］をはぐくんでいくためには、言うまでもなく、各教科、道徳、特別活動などの
それぞれの指導に当たって様々な工夫をこらした活動を展開したり、各教科等の間の連携を図った指導を行うなど様々な試みを進めることが重要であるが、 ［生きる力］が全人的な力であるということを踏まえると、横断的・総合的な指導を一層推進し得るような新 な手だてを講じて 豊かに学習活動を展開していくこ が極めて有効であると考えられる。
 
  
ここでも、 「各教科等の間の連携を図った指導」に加えて、 「横断的・総合的な指導」といった、学習と学習と
の結びつきの有効性が述べられている。 まり 学校 〈ネットワーク〉化が進みつ あ 言えよう。
 
 
学校教育の〈ネットワーク〉化の手だてとして注目され い のが「総合的 学習の時間」である。しかし
それは、 「総合的な学習の時間」のみにおいて成し得るも
のではない。 「総合的な学習の時間」を一つのきっかけ
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としながら、各教科の学習が結びつき、総合化されていくことが必要なのである。
 
 
学校教育の〈ネットワーク〉化には、学校教育全体の総合化によって各教科が
総合化されていく方向とともに、各教科の総合化によって学校教育全体が総合化されていく方向がある。各教科において総合的な学習指導がなされていけば、必然的に学習と学習 の関連性が生まれ、教科と教科が結びついていくのである。
 
 
「総合的な学習の時間」とは、教科学習と教科学習を結びつけるものであり、
教科学習の〈ネットワーク〉に支え れてこそ「総合的な学習の時間」としての意味を持つのであろう。
 
 
二
 
複数の要素を結びつける〈ネットワーク〉
 
  
ネットワークという言葉は、使う人によって微妙に定義が異なっており、一律に定義することは困難である。
ここでは総合的な学習指導 考えていくために、複数のも
のを結びつけていくという視点に立った金子郁容氏の
ものをもとに〈ネットワーク〉 定義しておきたい
１
。
 
 
 ネットワークを一般的に定義するとしたら、複数の「モノ」がある程度持続性のある何らかの関係を基
礎にある種のまとまりを形成しているもの、とでもなろうか。
 
  
〈ネットワーク〉が成立するために、まず必要な条件と
、その〈ネットワーク〉を構成する「複数」の要素
が存在するということである。さらに、それらの複数の要
素が「持続性」のある何らかの「関係」によって結び
教科学習の〈ネットワーク〉
教科
学習
総合的
な学習
の時間
教科
学習
教科
学習
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ついていることが必要である。そのような「複数の要素が何らかの関係によって結びついている状態」を、本論において〈ネットワーク〉と呼んでいる。
 
 
「複数の要素が何らかの関係によって結びついている状態」という定義を、 「学校教育」という、きわめて複雑
な営みに当てはめると、そこには、実に多種多様な〈ネットワーク〉 存在すること なる。しかも、ある〈ネットワーク〉が、新たな〈ネットワーク〉の「要素」とも り得るため、 〈ネットワーク〉の〈ネットワーク〉 、さらには、その〈ネットワーク〉というように、次々と「入れ子構造」をなして拡大していくことになる。そのような〈ネットワーク〉と う言葉によって示される概念こそ、総合的な学習指導の構造を解き明かす、有効な手がかりとなるであろう。
 
 
本論における〈ネットワーク〉の定義は次のようになる。
 
    
この定義に立つと、国語科の授業に〈ネットワーク〉を組み込むことによって、総合的な学習指導を豊かに展
開するには、次の二つのこと らを明 かにする必要 ある。
 
 
 
本論は、国語科の授業に〈ネットワーク〉を組み込む
ことによって、総合的な学習指導を豊かに展開するため
の要件を導くこの二つのことがらを明ら にしていく。
 
    
【本論における〈ネットワーク〉の定義】
 
・複数の要素が何らかの関係によって結びつき、ある程度持続性を持っている状態。
 
 
国語科の学習における〈ネットワーク〉に
 
 
 
Ａ
 
どのような「複数の要素」を結びつけるのか。
 
 
 
Ｂ
 
どのようにして 持続性」を持たせるのか。
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三
 
総合的な学習指導を支える〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉
 
  
学校教育において総合的な学習指導を実現するためには、どのような要素を結びつけることになるのであろう
か。倉澤栄吉氏は、 「かかわり」という言葉を用いながら、学校教育における〈ネットワーク〉的なものについて次のように論じている
２
。
 
 
 
教師は学習者を見るときに「焦点化」を急いではならない。ある時点においてながめた所見を既定概念
としてはならない。
 
 
そこで、大切なことは、前述のように「かかわり」の中で見ることで 。空間的に、時間的に。かか
わりの中で見るためには、
 
・言語活動を誘発する状況、環境を創ることをおこたらない
 
・なるべくたくさんの資料を用意し、それら学習資料と学習者とのかかわりを見 よう しなければならない
 
・学習者と他の学習者（学友、教師）との協力 、言語面から見ていかなければならない
 
の三原則が必要になってくる。
 
  
ここに示された三原則は、まさに教室におけ 〈
ネットワーク〉づくりの三原則と言えよう。
 
 
まず最初 、 「①言語活動を誘発する状況、環境」は 人間のかかわりの基本でもある言語活動を誘発
する〈ネットワーク〉の場の形成を意味している。そのような〈ネットワーク〉の場においてつくられるかかわ
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りが、 「②学習資料と学習者」とのかかわりや、 「③学習者と他の学習者」とのかかわりといった二つの異なった結びつきなのである。
 
 「①言語活動を誘発する場をつくる」 、 「②学習資料と学習者とのか
かわりを見る」 ③ 者と他の学習者との協力を見る」という、倉澤栄吉氏が示した三原則は、 校という言語活動を誘発する場において、学習者を、 「学習資料」という「もの」から得る情報や、他の「学習者」という「ひと」から得る情報などに結びつけようという提案であった。 「ひと」と「もの」や「ひと」と「ひ 」 結びつき、すなわち〈ネットワーク〉の活用であると言えよう。このように、学校教育に〈ネットワーク〉を取り入れることの重要性は、従来からも認識されており、さまざまな実践によって受け継 れてきているのだ。
 
 
学習者を中心とした、教室における〈ネットワーク〉は、次のように整理することができよう。
 
 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉
 
 
「③学習者と他の学習者」 のかかわりは、 「学習者」と「他の学習者」という二つの要素の持続的な関係を含
んでおり、 〈ネットワーク〉そのものである。これを〈学習者と学習者を結ぶネットワーク〉 言い換え ことができよう。 〈学習者と学習者を結ぶネットワーク〉は、学習者の個性や多様性を重視した生活綴方、単元学習 読者論による文学の授業などにおいて活用されてき 学習者自身が持つ多くの情報 、 ど しのかかわりにより共有していこうとするものである。
 
 
① 言語活動を誘発する状況･環境  
学習者
学習者 資料 
倉澤栄吉氏の三原則 
かかわり② ③協力 
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〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉
 
 「②学習資料と学習者とのかかわり」 とは、 「学習資料」 と 「学習者」 という二つの要素の関係をとらえており、
これも〈ネットワーク〉の発想によるものであろう。 「学習資料」と「学習者」の〈ネットワーク〉は、従来からの授業においても重視されてきた。むしろ、これまでは、 のみに頼った授業が多かったとも言えよう。 だし、その〈ネットワーク〉も、 「学習資料」の数を増やすことにより多様化する。 「なるべくたくさんの資料を用意し」という倉澤栄吉氏の提案は 〈ネットワーク〉 要素を増やすことにより、学習を総合化するものである。
 
 
「学習資料」は、国語科においては教科書をはじめとする
図書情報が主になるであろう。国語科教育を対象と
する本論 おいては、 これを 〈学習者と図書情報 結ぶネットワーク〉と呼ぶ。
 
 〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉
 
 
学習者に情報をもたらす「ひと」は、他の学習者だけで ない。学
習者の必要とする情報を持っていて、その情報を提供して れる「ひと」の存在が考えられる。つまり、 〈学習者と 提供者を結ぶネットワーク〉も存在するのである。学習者と情報提供者とのかかわりを授業の中に取り入れるこ は、従来からも聞き取りやフィールドワークといった活動によってなされてきた そのような 直接的な結びつきだけでなく、インターネットなどの通信手段を活用することにより、さらに多様 情報をもた すことができるであろう。
 
多様な情報を結びつけるネットワーク
学習者
情報
提供者
図書
情報
学習者
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これらの〈ネットワーク〉は、学習者に多様な情報を結びつけ、学校教育における総合的な学習指導を支える
ものである。本論では、これらの三つをまとめて、 〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉と呼ぶことにする。
 
       
これらの〈ネットワーク〉を組み込み、総合的な学習指導を展開していくということは、 〈ネットワーク〉の持
つ特性を授業の中に生かしていくということである。
 
 
次節においては、国語科における総合的な学習指導が、 〈ネットワーク〉のどのような特性を生かすことによっ
て実現されるのかについて述べる。
 
 第二節
 
国語科における総合的な学習指導を組織する〈ネットワーク〉
 
 
一
 
〈ネットワーク〉が持つ九つの「情報と言葉の特性」
 
  
〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を組み込むこと
が、教育の中にどういうものを生み出すことになる
のであろうか。そこには、 〈ネットワーク〉が持 特性が関係 くるはずである。
 
 
堀江祐爾氏は、インターネットという、 〈ネットワーク〉の特性を次のように整理している
３
。
 
 
多様な情報を結びつけるネットワーク
 
 
 
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉
 
 
 
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉
 
 
 
〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉
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インターネットは次のような特性を備えており、これらの特性を利用することによって、国語科学習指
導を支えるもののひとつとして生かすことができよう。
 
【情報の蓄積と開放】
 
蓄積性―情報を蓄積することができる。
 
多様性―さまざまな情報が集められてい
 
開放性―原則的に誰でも を入手できる。
 
【情報の提示】
 
即応性―情報を即座に提示できる。
 
関連性―情報が関連した形で提示され 。
 
階層性―情報が階層化され
 
具体性―文字 など そのまま提示される。
 
【情報の個別 と双方向性】
 
個別性―個人の責任において情報を公開することができ 。
 
双方向性― 提供者とやりとりをおこなうことが
 
  
「これらの特性を利用することによって」 、インターネットが「国語科学習指導を支える」と述べられているよ
うに、 〈ネットワーク〉を教育に組み込むということは、授業の中で〈ネットワーク〉が持つ九つの情報と言葉に関する特性を活用していくことなのである。
 
 
ここに示された九つの「情報と言葉の特性」をまんべんな
く満足させていくことにより、 〈多様な情報を結びつ
けるネットワーク〉が機能 はじめ、総合的な学習指導を支えていくことができるのであろう。
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それでは、これらの〈ネットワーク〉の「情報と言葉の特性」が、国語科学習指導をどのように支えることに
なるのであろうか。
 
 
二
 
総合的な国語科教育を構成する三つの要素
 
  
国語科教育において結びつけることになる、さまざまな要素にはどのようなものがあり、 〈ネットワーク〉が持
つ特性が、それらをどのように支えることになるのかについて、大槻和夫氏が示した国語科の授業の原則をもとに考察する。
 
 
大槻和夫氏は、さまざまな要素と た国語学力 あり方について、数多く 発 をしている 一九八
一年に書かれた 「基礎学力のとらえ方とその育成―単元学習の何を生かすか」 （本論においては 「論文Ａ」 と呼ぶ）と、 九九二年に書かれた「国語の学力と単元学習」 （本論においては「論文Ｂ」と呼ぶ）の中で、 学習指導の基本原理をそれぞれ四つずつ示している。
 
 
これらの論の話題となっている「単元学習」は、いくつかのまとまりから学習を構成し いこうとするもので
ある。また、 「人間的発達の総体の中で国語の学力 発達をはかっていく」と う言葉にも示されたとおり、大槻和夫氏の論の基調には、 「人間的発達」と 」 を結びつけ 考えていこ とする〈ネットワーク〉の発想を見出すことができよう。
 
 
この〔論文Ａ〕と〔論文Ｂ〕のそれぞれに、総合的な国語科教育の構成要素が四つの原則として示され る。
 
    
国語科教育の構成要素
 
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
（２）コミュニケーション
 
（３）実際的な言語活動
 
（４）学習の関連づけ
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〔論文Ａ〕
大槻和夫「基礎学力
のとらえ方とその形成―単元学習の何を生かすか―」 （ 「現代教育科学」三〇一号
 明治図書
 一
九八一年）
　
第一に、国語科の授業は、日
本語そのものの体系的系統的習得をめざすコースが考えられると同時に、言語活動の指導（理解や表現の指導） にあたっては、言語活動と認識活動の結びつきが常に考えられていなければならない。 （中略）
　
第二に、国語科の授業は、集
団的な学習活動として組織されていかなくてはならない。子どもたちは、この集団的な学習活動を通して、低次 コミュニケーション能力を高次のコミュニケーション能力へと発達させていく。その意味で、集習活動は、国語科の内容的な目標とも結びついているのである。
〔論文Ｂ〕
大槻和夫「国語の学力と
単
元学習」 （ 『国語単元学習の新展開
 １
理論編』東洋館出版社 　
一九九二年）
　
人間的発達の総体の中で国語の学力
の発達をはかっていくためには、次の原則にしたがう必要があるであろう。
　
第一は、言語による理解や表現の活
動を、認識活動と一体のものとして学習させることである。そのためには、何を認識させるのかという認識の対象を話題の中心にすえ、その対象 認識を学習目標とした理解や表現の言語
行
動を学習活動として組織していく必要がある。 （中略）
　
第二は、学習活動の中に「言語によ
るコミュニケーションの過程」が組みこまれていなければならない いうことであ 。 「言語によるコミュニケーション能力」の育成は、それ自体国
語
教育の目的の一部をなすものであり、それを直接の目標とした学習もあるが、そうでない場合でも、国語の学
習
にあっては「言語によるコミュニケーションの過程」を組みこん おく必要がある。 （中略）
（１）言語認識〔論文Ａ〕
言語活動と認識活動
の結びつきが常に考えられていなければならない。〔論文Ｂ〕
言語による理解や表
現の活動を、 認識活動と一体のものとして学習させる。（２）コミュニケーション〔論文Ａ〕
集団的な学習活動
として組織されていかなくてはならない。〔論文Ｂ〕
学習活動のなかに
「言語によるコミュニケーションの過程」 が組み込まなけ
れ
ばならな
い
。
国語科教育の構成要素）言語と結びついた認識
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第三に、国語科の授業は、子
どもたちの主体的、能動的な学習活動として組織されていかなければならない。この点は何も国語科に限ったわけではないが、 おいて この原則は重視されななぜなら、能力は対象に対する能動的な働きかけを通してのみ発達するからである。 （中略）
　
第四に、国語科の授業では、
学習の過程を通して習得されていくことが期待され 学力が、要素的に分析されてとらえられていると同時に、そ らが構造的関連的に統合されてとらえられていなければならない。もちろん、そこでは、学力の発達が可能な限り見通されていることが望ましい。
　
第三は、国語の教育過程は、言語そ
れ自体を認識の対象とした学習（言語学習）と言語を用いて行う言語活動の学習とが、相互に作 しあうように編成されていなければならな ということである。学習者にとって必要感も目的意識もない言語学習
･言語練習は、学
習者を国語嫌いに追いやる結果 招きやすいし、たんに言語経験をさせるだけの言語活動学習は、学習者に の充実感を与えない。
　
第四は、言語活動の指導の中心は、
「話し方
･聞き方
･書き方
･読み方」とい
った方法に関する「知識」をあ えることやむきだ の「技能の訓練」 することにあるのではなく、そ ような方法や技能が必要となる場面を指導者が提供す よって、実際に 言語活動をさせ、その言語活動の中でそのような方法や技能を使用させる」ことにあるということである。指導者のなすべき重要なことは、そういう「場」を用意 ることである。
（３）実際的な言語活動〔論文Ａ〕
子どもたちの主体
的、 能動的な学習活動として組織されていかなければならない。〔論文Ｂ〕
実際に「言語活動
をさせ、 その言語活 の中でそのような方法や技能を使用させる」（４）学習の関連づけ〔論文Ａ〕
要素的に分析されて
とらえられていると同時に、 それらが構造的関連的に統合されてとらえられていなければならない。〔論文Ｂ〕
言語それ自体を認識
の対象とした学習（言語学習）と言語を用いて行う言語活動の学習とが、 相互に作用しあうように編成されて なければならな
い
。
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〔論文Ａ〕と〔論文Ｂ〕のそれぞれに四つずつ示された原則は、 「言語と結びついた認識」 、 「コミュニケーショ
ン」 、 「実際的な言語活動」 、 「学習の関連づけ」という四点
に整理することができよう。これらのうち、最後の「学
習の関連づけ」は、 〈ネットワーク〉そのものを指し、今
回の学習の前提をなしている。それを除いた三点、すな
わち、 「言語と結びついた認識」 、 「コミュニケーション」 、 「実際的な言語活動」が、 〈ネットワーク〉を活用した総合的な国語科教育の構成要素となり得るであろう。これらの三つの要素と、先に示した〈ネットワーク〉の九つの「情報と言葉の特性」との関係は、どのようになっているのであろうか。
 
 
三
 
総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉の仮説
 
  
総合的な国語科教育を構成する三つの要素を、 〈ネットワーク〉が持つ九つの「情報と言葉の特性」に結びつけ
ると、次のような関係が成り立つ。
 
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――情報が関連した形で提示される
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階層性― 情報が階層化された形で提示される
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性― ―情報を蓄積することができる
 
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――情報提供者とやりとりをおこなうことができる
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開放性―― 原則的に誰でも情報を入手できる
 
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――文字情報などがそのまま提示される
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多様性― さまざまな 集められてい
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個別性― ―個人の責任において 公開
 
 
 
 
 
 
 
 
 
即応性― ―情報を即座に提示できる
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総合的な国語科学習指導を構成する三つの要素と〈ネットワーク〉の特性との対応を次のように構造化するこ
とができよう。
 
                  
多様な情報を結びつけるネットワーク
・関連性・階層性・蓄積性・双方向性・開放性・具体性・多様性・個別性・即応性
〈ネットワーク〉の特性
（１）言語と結びついた認識（２）コミュニケーション（３）実際的な言語活動
国語教育の構成要素
学習者
情報
提供者
図書
情報
学習者
（４）学習の関連づけ
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（３）実際的な言語活動〔個別性、即応性、具体性、多様性〕は、国語科の基礎を成すものである。それらが、
（２）コミュニケーション〔双方向性、開放性〕によって集団の中で分かち合われることにより、 （１）言語と結びついた認識〔関係性、階層性、蓄積性〕を生み出すことになるのであろう。
 
 
このように、 〈ネットワーク〉の持つ特性が そのまま、国語科教育の総合化を支えるものとなるのである。つ
まり、国語科の授業において、 〈ネットワーク〉の持つ九
つの「情報と言葉の特性」を満たしていくことが、国語
科における総合的な学習指導を生み出していくことになると言えよう。
 
 
それでは、総合的な学習指導を支える三つの〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉と、それらの〈ネット
ワーク〉が持つ九つの「情報と言葉の特性」との関係はどのようになるのであろうか。
 
 
〈ネットワーク〉を活用した総合的な学習指導を構想するにあたって 次 ような「総合的な国語科学習を支
える〈ネットワーク〉の仮説」を立てることができよう。
 
 
第二章においては、実際に〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を活用した授業をもとに、 「総合的な国語
科学習を支える〈ネットワーク〉の仮説」を検証する。
 
【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
 
〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を学習者に結びつけることによって情報が生まれ、それらの情
 
 
 
報の積み重ねから生み出された情報が、他の学習活動において活用されていく。
 
【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
 
 
〈ネットワーク〉の持つ九つの「情報と言葉の特性」をまんべんなく満たすことによって、 〈多様な情報を
 
 
結びつけるネットワーク〉が機能し、安定して充実した情報 生み出すことができる。
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第二章
 
〈ネットワーク〉を活用した授業の実際
 
 第一節
 
〈ネットワーク〉を活用した授業の構想
 
 
一
 
〈ネットワーク〉を活用した授業の学習指導過程
 
  
第一章においては、 〈ネットワーク〉という概念をもとに
、国語科における総合的な学習指導のあり方について
考察した。複数の要素を結びつけることにより、 〈ネットワーク〉が持つさまざまな特性が機能し始める。それらの特性は、 （１）言語と結びついた認識、 （２）コミュニケーション、 （３）実際的 言語活動、といった総合的な国語教育の構成要素を導き出すものであった。授業を組織するにあたって、学習の場に〈ネットワーク〉を組み込み、そ を利用していくこ により、総合的な学習指導を実現することができるであろう。
 
 
本章においては、論者自身が実践した次のような授業をもとに、総合的な学習指導における〈ネットワーク〉
のあり方を分析する。
 
  
単元
 
「雪の事典づくり」
 
 
教材
 
「雪のあるくらし」 （東京書籍四年下）
 
 
対象
 
大阪府箕面市立萱野小学校四年一組（男子一四名
 
女子一一名
 
計二五名）
 
 
日時
 
一九九八（平成一〇）年二月二一日～三月一二日（全一二時間）
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　　　　　　　　　〈第Ⅱ次〉
　　　　　　雪に関する説明文を読む
〈第Ⅰ次〉
雪に関する言葉を出し合う
過
 程
５ ４ ３ ２ １
時
○見出しと感想へ のコ メントの共有○説明のくふうの共有○「 雪のあるくらし」 の音読（ 学習グループごと）○学習グル ープごとに、 調べ 学習計画をたてる・調べる言葉を分担する・ 「調べ計画書」に調べる言葉と調べる方法を記入・相互に「調べ計画書」へ アドバイスを記入○文章構成（ 見出し） と感想の共有・見出しと感想につい のコメントを書く○「 雪のあるくらし」 の音読（ 四～五人ずつ ）○説明 くふう 読み取る・ 「説明のくふう」カード○「 雪のある らし の学習課題を探す（ 共通課題・ 「 わ く よ カード ○練習が必要な漢字の共有・未習漢字のなりたち説明・ 得漢字は事典にも使うことの確認○文章構成（ 段落分け）○文章構成をつ かむ ２ ）・ 「文章分解 リ 」を使って段落ごとのキーワードを抽出し、
　
見出しをつける
・感想を にまとめる ○雪の言葉リストの共有・言葉 確認・リストをもとに「雪 あるくらし」で説明されている範囲を確認○意味が分からない 言葉・雪に関する言葉は事典づくりの中で、 それ以外の言葉は国語辞典
を使って調べる→（朝の学習時間）
○「 雪 あるくらし」 の音読（ 一人一文ずつ ）・ 「練習が必要な漢字カード」記入○文章構成を かむ（ １ ）・ 「文章分解プ ン 」を使って段落分け作業○雪のイメージを広げる○雪 言葉リスト・ 「雪 言葉カ ド」記入○雪の事典づくりの発案・言葉や情報を集めたものが事典であり、 文章によって説明されて
いることを知る
○「 雪のあるくらし」 音読（ 読み聞かせ）・ 「意味がわからない言葉カード」記入
学
      習
      活
      動
・特徴的なコメントを紹介・説明のくふうを画用紙に整理して提示・個々の調べる内容を把握・調べ計画書へ アドバイスを記入・見出しと感想を冊子にまとめて配布・選んだ学習課題が本文のどの段落にあるかをもとに全体を六つの
　
学習グループに分ける
・練習が必要な漢字一覧を模造紙に整理して提示・雪の言葉リストを模造紙に整理して提示（ 「雪のあるくらし」で使
われている言葉に印をつけておく）
・意味の分からない言葉一覧を模造紙に整理して提示・拡大コピーした雪の写真や降雪量のグラフを提示・雪の言葉の分類項目を・事典の実物を数種類提示・事典づくり 参考文献として「雪のあるくらし」を紹介・ 「雪 あるくらし」を読み聞かせる
指
   導
   者
   の
   支
   援
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〈第Ⅴ次〉
雪に関する情報を分かち合う
〈第Ⅳ次〉
雪に関する情報
をまとめる
〈第Ⅲ次〉
雪に関する情報を集める
(14) (13) 12 11 10 ９ ８ ７ ６
○雪国に住む人からの手紙を読み、 返事を書く○学習したことの共有○完成した「 雪の事典」 を読む○「 雪のあるくらし」 の音読（ 読み聞かせ）○学習 振り返る・雪国に住む人に学習したことを伝える手紙を書く・ 「振り返りカード」記入○調べ 活動の交流・ 「交流カード」記入○事典 事（ 自由課題） 清書・グループ内で相互にコメントを記入○自由課題調べ 活動（ ２ ）・参考図書を使って調べる・ホームページを使って調べる○調べ た内容を事典の記事としてまとめる○学習グル ープごとに学習計画を立てる・調べる言葉を分担する・ 「調べ計画書」に調べ 言葉と調べる方法を記入・相互に「 計画書」へのアドバイスを記入○自由課題調べ 活動（ １ ）○事典記事（ 共通課題） 清書・グループ内で相互にコメントを記入○調べ たい 雪 言葉を選ぶ（ 自由課題）・ 「もっと調べようカード」記入○調べ 活動の交流・ 「ヒントカード」○共通課題 活動（ ２ ）○調べ た内容を事典の記事としてまとめる・ 「文章構成カード」記入○共通課題調べ 活動（ １ ）・参考図書を使って調べる・雪国出身の教師から聞き取る・ホ ムページ・雪国に住む人にメールを出して質問する
・雪国に住む人からの手紙を印刷して配布・返事の手紙を郵送・雪国に住む人への手紙をまとめた冊子を配布・ 「 の事典」と手紙をまとめた冊子を郵送・ 「雪のあるくらし」 読み聞かせる・それぞれが調べてい テーマの一覧表を配布・参考図書やホ ムページの紹介・個々の調べる内容を把握・調べ計画書へのアドバイスを記入・選んだ雪の言葉のジャンルをもとに全体を七つの学習グループに
分ける
・必要な情報が見つからない学習者への援助・参考図書の紹介・百科事典の索引の使い方を説明・雪国出身の教師へ 依頼・検索ホームページ作成・雪国に住む知人へ 依頼
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「雪の事典づくり」は、二五人の学習者自身が持っていた「雪」の言葉を手がかりとして、 「雪」の世界を探っ
ていこうとする総合的な学習指導である。
 
 
「雪の事典づくり」の持つ総合性が際立つのは、まず、その学習の組み方にある。 「雪の言葉リスト」として具
体化された雪の言葉の〈ネットワーク〉が、 「雪の事典」へと結実していくわけであるが、その過程を支えているのが「雪のあるくらし」という説明文教材の学習である。 「雪の事典づくり」という活動に、説明文の読解という国語科の学習を組み込むこ が、雪の言葉の〈ネットワーク〉の確かさや、 「雪の事典」の豊かさを生み出している。これは、複数 学習を結びつけたことの効果であり 学習者 持つ情報 図書情報を結びつけたことの効果であろう。また 雪国に住む情報提供者との交流が大きな
意味を持つ。情報提供者との交流は、学習者に生の情
報をもたらすとともに、意欲・関心を高めたり、学習活動を客観的に評価していくこ をも可能にする。学習者や教師とは異なる立場・環境にいる人 学習活動に関連づ
けることが、学習の具体性、多様性、個別性 即応性
を高め、学習の双方向性や開放性を引き出し、情報の関連性、階層性、蓄積性を生み出す。つまり、 〈ネットワーク〉 授業に組み込むことにより 「情報と言葉の特性」が機能した総合的な 活動となっているのである。
 
 
二
 
「雪の事典づくり」の学習指導過程を支える〈ネットワーク〉
 
  
「雪の事典づくり」の授業においては、 〈ネットワーク〉が次のように活用されて授業を支えている。
 
  
第Ⅰ次は、学習者が持つ雪に関する情報を、雪の言葉として出し合い、全員で共有する。既知の文化として個々
の学習者が持つ情報を言葉によって分かち合う過程であ この過程 おいては 雪のイメージを広げるための雪国 写真や降雪量のグラフといった〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉を活用しながら、言葉によっ
 
 23
 
「雪の事典づくり」の学習指導過程（全 12 時間）
　第Ⅰ次 雪に関する言葉を出し合う
　第Ⅱ次 雪に関する説明文を読む
　第Ⅲ次 雪に関する情報を集める
　第Ⅳ次 雪に関する情報を整理する
　第Ⅴ次 雪に関する情報を分かち合う
ａ．学習者と学習者を結ぶ
ネットワーク
ｂ．学習者と図書情報を結ぶ
ネットワーク
ｃ．学習者と情報提供者を結ぶ
ネットワーク
③多様な方法で情報を集め、交換する
調べようカード
調べ計画書
調べカード
ヘルプカード
交流プリント
・コメント
・ヒント
・アドバイス
・関連図書や事典を活用した調
べ学習
・インターネットホームページ
を活用した調べ学習
・雪国出身の教師へのインタ
ビュー
・雪国に住む人との電子メー
ルによるやりとり
コンピュータ
・学習したことを振り返り、「雪の
あるくらし」を読む ⑤お礼の手紙を書く
・学習したことを整理して伝え
る
・数冊の事典を調べ説明が
文章によってなされてい
ることを確認
・雪国の写真や降雪量のグラ
フをもとに雪のイメージを
広げる
①雪の言葉の広がりを知る
・雪に関する言葉を出し合い「雪
の言葉リスト」として一覧表に
整理 →「雪の事典づくり」
④集めた情報や説明のくふうを使って事典を完成させる
文章構成プリント
清書プリント
・コメント
・ヒント
・アドバイス
②教材「雪のあるくらし」を読み、雪に関する基本的な知識
や説明のくふうを学ぶ
意味がわからない言葉
練習が必要な漢字
感想段落見出し
段落分け（文章構成）
説明のくふう（ポイント）
・ 表現方法を事典づくりに
生かす
・興味をもったことがらを
もとに課題設定
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て個々の持つ個性とその広がりを確かめ合うという 〈ａ
 学習者と
学習者を結ぶネットワーク〉を形成する。
 
 
第Ⅱ次は、 「雪のあるくらし」という説明文教材を学習し、雪に
関する基本的な情報や事典づくりのための説明のくふうを学習する。基本となる情報 言語活動をとおして共有する過程である。ここでは、 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉に〈ａ
 学
習者と学習者を結ぶネットワーク〉を組み合わせ 活用 。図書情報としては、教材文を中心に、説明のなされ方を知るための事典も活用する。
 
 
第Ⅲ次は、学習者の興味・関心をもとに 雪に関する調べ学習
を展開する。雪に関 言葉をもとに、自分たちにとっては未知の文化である雪国のくらしについての情報を得 過程である。個々 学習者の課題を解決するために 多様で具体的な情報が必要となる。 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉 に併せて 〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉
を活用していくことにより、 図書情報から 得られないよう きめ細やかな情報を手にすることが可能となる。さらに、 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉を生かし、個々の学習者が集めた情報を分かち合う。
 
 
第Ⅳ次は、これまでの学習によって得た情報や説明のくふうを使い、実際に「雪の事典」をつくるという過程
である。この過程においても、 ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉を活用することにより、互いの持つ情
報を分かち合い、高め合うことができよう。
 
 
第Ⅴ次は、情報提供者へお礼の手紙を書く。 〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉を活用することに
雪の事典づくり
ヒント・アドバイス分かち合い
電子メール
インタビュー
ホームページ
読解・読書
学習者
学習者
情報
提供者
図書
情報
 25
より、自己の学習活動の広がりと深まりを客観的に眺めることができるのである。情報提供者からの情報と重ね合わせて「雪のあるくらし」を読み直すといったかたちで、 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉も活用
する。
 
 
このように、 〈授業を支えるネットワーク〉を関連づけて組み入れることにより、学習者の国語学力を高め得る
総合的な学習指導が可能になる。つまり、 〈ネットワーク〉が持つさまざまな特性が、効果的に機能して学習活動を成立させていくことになるので 。
 
 
総合的な学習指導における〈ネットワーク〉のあり方と特性あらわれ方はどのようなものなのであろうか。次
節において、授業展開を追いな ら分析す
 
 第二節
 
〈ネットワーク〉を活用した授業の展開
 
 
一
 
第Ⅰ次
 雪に関する言葉を出し合う
 
 《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
〔第Ⅰ次〕雪に関する言葉を出し合う
 
 
それぞれの学習者が持つ、雪に関する多様な認識を「
雪の言葉」として出し合い、 「雪の言葉リスト」とい
う一覧表に整理する過程である。個々の学習者が提出
した要素が結びつき、学習の基盤をなす、雪の言葉の
〈ネットワーク〉を形成する。
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『雪国のくらし』（ポプラ社）より「（社）雪センター」ホームページより
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であろう。そういった、雪と学習者を結ぶ〈ネットワーク〉を喚起するために、図書館情報やインターネット情報を活用した。雪国の写真が載っている図書を紹介したり、インターネットのホームページに掲載された降雪量のグラフを示すことにより、雪のイメ ジを豊かに掘り起こしながら、 〈ｂ
 学習者と図書情
報を結ぶネットワーク〉へとつな でいくのである。
 
 ②雪の言葉 カード 書き出す―――〈ｂ
 学習者と図書情
報を結ぶネットワーク〉階層性、個別性、即応性
 
 
雪の写真やグラフによって引き出した雪の言葉を、 「雪
の言葉カード」に書き出す活動である。この活動は、いくつか 意味を持っている。まず、実際にカ ドに書く際に、その言葉が雪とどういう関係にあるのか いうことを考えるであろう。その雪の言葉の〈ネットワーク〉を喚起するために、 「雪の言葉カード」には、 「雪 性質・ふ 方」 、 「雪国のくらし」 、 「雪を使った楽しみ」 、 「雪 歌や物語」 「雪と動物」 、 「雪の利用」 、 「その他 という言葉 枠組みを示し、その言葉が該当する枠組みに印をつけさせた。 これは、語彙分類を助ける のくふうであると同時に、提出する言葉の数を増やすためのくふうでもある。 〈ネットワーク〉は、複数 要素から構成されるわけであり、 〈ネットワー
　
【雪の性質・ふり方】
・
ふぶき
 ・こな雪
 ・
なだれ
 ・
大雪
 ・あられ
 ・ぼたん雪
・ひょう
 ・大つぶ
 ・ひょうが
 ・ゆきげしょう
 ・ゆきのけっしょう
・こぶり
　
【雪国のくらし】
・あつぎ
 ・てぶくろ
 ・犬ぞり
 ・だんぼう
 ・ストーブをつける
・
ながぐつ
 ・
雪かき
 ・なべもの
　
【雪を使った楽しみ】
・雪がっせん
 ・スキー
 ・雪だるま
 ・かまくら
 ・スノーボード
・そり
 ・スケート
 ・雪まつり
 ・長野オリンピック
 ・すべりだい
・スノーブレード
 ・犬ぞりレース
 ・おとしあな
 
･雪の上にとんでねころぶ
・雪あつめ
　
【雪と動物】
・白クマ
 ・ペンギン
 ・アザラシ
 ・うさぎ
 ・シカ
 ・トナカイ
・北きつね
 ・ユキヒョウ
 ・サル
 ・おおかみ
 ・クリオネ
　
【雪の歌や物語】
・手ぶくろを買いに
 ・つるのおんがえし
 ・ゆきやこんこ
 ・雪女
 
･雪男
・ホワイトラブ
　
【雪の利用】
・こおり
 ・こおりのちょうこくづくりのときのせっちゃくざいがわり
　
【その他】
・ほっきょく
 ・クリスマス
 ・サンタクロース
 ・
冬
　　　　 　　　 　　　　
※網掛けは教材「雪のあるくらし」に使われている言葉
雪の言葉リスト
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ク〉を成立するためには、要素の数が必要となる。そこか
ら、多様性や関連性が生まれてくるわけである。要素
としての数を生み出すために 「雪の言葉カード」の端に、枚数を書き込む欄を設けた。自分が何個の言葉を知っているのかということを把握させることも必要であろう。
結果的に、二五人の学習者から二六六枚のカードが集
まったので、平均すると一人あ り一〇枚ほどのカードを書きこんだことになる。
 
 
以上のように、 「雪の言葉リスト」という〈ネットワーク〉を成立させ、それを学習の基盤として位置づけるた
めには、学習者全員が持つ雪の言葉 、一度 すべて出し
切らせなければならない。自分が持っているものを出
すということは、 〈ネットワーク〉に参加する資格を得るというこ でもある。
 
 ③出された雪の言葉にふれる――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関連性、蓄積性、双方向性、開放性
 
 
全員から出された言葉を集約すると五八個の雪の言葉
が集まった。一人あたりが出した言葉が一〇個前後であ
るから、その六倍近い言葉にふれることができたのである。
 
 
集まった言葉を分類して模造紙に整理したのが「雪 言葉リスト」である。このリストは、複数の〈ネットワ
ーク〉を表現している。一つは、雪の言葉の語彙的な広が
りである。七つの枠組みを使って分類されたそれぞれ
の言葉が、雪の世界をかたちづくっている。もう一つは
雪の言葉を切り口とした学習者の〈ネットワーク〉で
ある。七つの枠組みに集まっ 言葉の数や特徴から 学習者 興味関心の広がりを見ることができる。その中にある自分が出した言葉を見つけることにより 〈ネットワ
ーク〉に参加した実感を得ることができるであろう。
 
 
この「雪の言葉リスト」は、全員の共有財産として教室内に掲示し いつでも自由に活用 き ようにしてお
いた。この学習の原点でもあり、い でもそこへ立ち返る
ことができ、学習活動全体 支えていく基盤性 持つ
〈ネットワーク〉が、学習者自身によって生み のであ
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第Ⅰ次における「総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉 」は、次のように整理することができる。
 
 ●仮説との関係《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
①雪の写真やグラフを使ってイメージを広げる〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉具体性、多様性
 
②雪の言葉をカードに書き出す―――〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉階層性、個別性、即応性
 
③出された 言葉にふれる〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関連性、蓄積性、双方向性、開放性
 
 
仮説の検証〔第Ⅰ次〕
 
【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
第Ⅰ次の《言葉リストづくり》では、学習者に〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶ
ネットワーク〉が結びつけられ、 「雪の言葉」が生み出される。そこへ、さらに〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉を結びつけることにより、 「雪の言
葉リスト」が生み出される である。
 
 
第Ⅰ次に生み出された「雪の
」という情報は、 「雪の事典づくり」
の学習全体を支える基盤になると同時に、 「雪の事典」 の項目としても使わことになる。学習者自身 持つ情報を中心 そこへ図書情報や、他の学習者が持つ情報といった複数の要素を結びつけ ことによって生まれた〈ネットワーク〉が、持続性を持ちながら、学習に活用されていく。すなわち、 「〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を学習者 結びつけることによって情報が生まれ、それらの情報の積み重ねから生み出された情報が、他の学習活動に置いて活用 ていく」という【仮説①】を満た いると言えよう。
 
第Ⅰ次《言葉リストづくり》
情報
雪の言葉リスト
学習者
学習者
図書
情報
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 【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
   
学習活動に 〈ネットワーク〉 を組み込むことにより、 「情報と言葉の特性」 が機能し始める。 第Ⅰ次においては、
 
言葉リストづくりに関わって、九つの特性のそれぞれが有効に機能し、新たな情報を生み出している。すなわち、「 〈ネットワーク〉の持つ九つの「情報と言葉の特性」を
まんべんなく満たすことによって、 〈多様な情報を結び
つけるネットワーク〉が機能し、安定して充実した情報を生み出すことができる」という【仮説②】も満たされているのである。
 
《第Ⅰ次
 言葉リストづくり》
 
  
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――雪の言葉のつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性―――雪の言葉の重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性―――雪に関する語彙を収集していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――出された言葉を「雪の言葉リスト」をもとに互いに交流する
 
 
 
 
 
 
 
開放性―――全員が言葉を持ちよることができる
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――雪の写真やグラフ もとに考える
 
 
 
 
 
 
 
多様性―――自分の持つ経験から異なった言葉を引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性―――自分の持つ言葉を選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性―――思いついた言葉をカードに書き込むことがで る
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二
 
第Ⅱ次
 雪に関する説明文を読む
 
  
今回の学習は、第Ⅰ次の雪の言葉集めから「雪の事典づく
り」へと展開する。 「雪の事典づくり」という総合的
な活動を行うためには、雪に関する内容を知り、事典づく
りの方法を身につけるステップが必要である。そのス
テップとして設定したのが第Ⅱ次の「雪に関する説明文を読む」過程である。ここでは、 「雪のあるくらし」という説明文教材による〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉を中心に活用した。
 
 
「雪のあるくらし」という教材文を読み、そ 語表現を研究することによって、自分たちが「雪の事典」を
編んでいくときに必要とな 情報や、どういうふうにくふうするかという観点を得ることになる。すなわち、読んで分析するという学習 が、 を集めて書くという次の活動の基盤となっていくのである。
 
 《Ⅱ
-１
 基礎的言語事項》
 
 
難語句や未習得漢字といった基礎的な言語事項の学習にも〈学習者と学習者を結ぶネットワーク〉を組み込ん
だ。 「雪のあるくらし」を読み、 「意味がわからない言葉」と「練習が必要な漢字」を、それぞれがカードに書き出し、 「雪の言葉リスト」と同じ要領で集約した。個々の学習者が持つものを分かち合うという学習形式を繰り返し組み込んでいるのである。 この教材では、 「遠雷」 「除雪車」 「妨雪林」 といった雪国独特の語句や 「新潟県」 「上〔第Ⅱ次〕雪に関する説明文を読む
 
 
「雪の事典づくり」に向けて、雪に関する情報や、事典の記事を書くための方法や技能に関わる情報を、 「雪のあるくらし」という説明文教材の学習をとおして共有する過程である。
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越線」といった地名については、上の学年で学習する漢字に振り仮名をつけて提出されている。しかし 新潟県に住む学習者の中 は「潟」という漢字を使いこなして る者も多いであろう。また、下の学年で学習した が十分に定着していない場合も る。誰にとって 難語句か、 誰に っての未習得漢字 と考えた場合、 やはり、それを学ぶ 習者に ってのものとなるべきであろう。
 
 ①難語句と未習得漢字をそれぞれカードに記入する 〈ｂ
 学習者と図
書情報を結ぶネットワーク〉具体性、多様性、個別性、即応性
 
 
意味がわからない言葉と練習が必要な漢字に印をつけておき、そ
れを「意味がわからない言葉カード」 、 「練習が必要な漢字カード」に記入する。個々の学習者が自己の持つ情報をカードという具体物によって実際に提示するという活動である。この活動をとおして、一つの〈ネットワーク〉に参加する資格 というこ も「雪の言葉カード」のときと同じであ 。
 
 ②難語句一覧表と未習得漢字一覧表により交流する 〈ａ
 学習者と学
習者を結ぶネットワーク〉関連性、階層性、双方向性、開放性
 
 
個々の学習者から出されたカードを一覧表に整理して交流する。
今回は、個々のカードには枚数欄を設けなかったが、一覧表に整理
・
 根雪（
１１
）
 ・本州（１）
 ・新庄盆地（３）
・
 横手盆地（２）
 ・盆地（１） 　
・魚沼地方（１）
・
 めっきり（２）
 ・秋晴れ（２）
 ・どんより（１）
・
 はだざむい（ ）
 ・遠雷（
２０
）
 ・ときおり（１）
・
 初冬（１）
 ・雪おこし（１）
 ・雪おろし（１）
・
 季節風 ７
 ・入道雲（４）
 ・不気味（２）
・
 雪囲い（５）
 ・じか（２）
 ・よしず（９）
・
 庄内（１）
 ・なが木（５）
 ・横木（１）
・
 かや（２）
 ・すだれ（５）
 ・よしやかや（１）
・
 スノーダンプ
 ・かえって（１）
・
 
・
 除雪車（７）
 ・かんじき（１）
 ・雪ふみ（２）
・
 なだれ（１）
 ・南風（１）
 ・防雪林（
１２
）
・
 防雪（４）
 ・防雪だな（４）
 ・清水峠（１）
 ・上越線（１）
 ・板谷峠（１）
 ・鉄こつ（１）
・
 うちかつ（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
※括弧内は枚数
意味がわからない言葉一覧
　
・潟（
１８
） 　　
・峠（
１８
） 　　
・除（
１８
）
　
・盆（
１７
） 　　
・奥（
１５
） 　　
・越（
１５
）
　
・編（
１０
） 　　
・症（
１０
） 　　
・厚（９）
　
・沼（９） 　　
・防（９） 　　
・雷（８）
　
・沢（７） 　
・州（３） 　
・側（２）
　
・造（２） 　
・岡（２） 　
・囲（１）
　
・横（１） 　
・勝（１） 　
・雲（１）
　
・散（１） 　
・遠（１） 　
・鳴（１）
　
・晴（１） 　
・半（１） 　
・福（１）
　　 　 　 　 　　 　　
※括弧内は枚数
練習が必要な漢字一覧
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する際に、集まったカードの枚数を記入しておいた。その数字は人数を示すことになる。それを見ると、学習者自身が自己の語彙や漢字に関する力の位置づけを把握できる。言語事項を切り口とした学習者の〈ネットワーク〉に参加することが自己評価を可能にすると言えよう。
 
 
また、学習者から意味がわからないものとして出てきた言葉のほとんどは、雪に関するものであり、雪の世界
が自分たちの認識の範囲 はないこと 気づかされる。漢字についても、 「沼」 「雷」 「雲」といった風土や天候に関係する漢字が多く見られた。難語句や未習得漢字の〈ネットワーク〉が自分たちの評価の基準を生み出しているのである。
 
 
これらの語句や漢字は 情報を収集したり事典の記事を書
いていくときに必要となるものであり、一覧表を常
時教室内に掲示しておくことにより、事典づくりの活動をとおして 習得を図った。
 
 ③辞書や事典を使って調べ
―――
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉蓄積性
 
 
意味がわからない言葉は、朝の学習の時間に国語辞典や百科 を使って調べることにし 。そ ための辞書
の使い方については、一斉指導によって行った。これは、第Ⅲ次の調べ学 につながるものである。 〈ｂ
 学習者
と図書情報を結ぶネットワーク〉を活用 ため も辞書 使い方 重要である。
 
 《Ⅱ
-２
 基本的な読解》
 
 
「雪の事典づくり」の授業においては、説明文 読解は、事典づくりのための方法や知識を得るための一つの
ステップとして組み込まれている。読解に当てることのでき 時間は限ら ており、前後 学習との関連性、すなわち〈ネットワーク〉をどのよう くっていくかとい
うことが、最大の課題であった。必然的に読解学習も
〈ネットワーク〉を生かしたも になっていった。
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 ①文章の特徴をつかむ
―――
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉具体性、多様性、個別性
 
 
「雪のあるくらし」は、雪国の気候と、その気候の中で暮らす人々のくふうの説明が中心になっている。短め
の文を重ねた、時間的順序による明確な説明は、事典の記事を書くときの、一つの手本となるであろう。
 
 
このような文章の特徴を学習者につかませるために、二
つの手だてを講じた。一つは、第Ⅰ次に作成した「雪
の言葉リスト」の中で 「雪のあるくらし」に使われている言葉に印をつけていったのである。そうすると、みごとに「雪の性質・ふり方」と「雪国 くらし」の枠組みに集中していた。つまり、こ 説明文は、この二つの枠組みの言葉についての情報を与えてくれるが、その枠組み以外の言葉を調べるためには他 文章が必要だ いことが明らかになった。自分たちが生みだしたリストを使って教材 特質 知り、これから行う読解学習が、 「雪の事典づくり」全体の中でど ような位置にあるのかもつかむことができた。
 
 
もう一つの手だては、音読である。文体 特徴を感覚的につかませるために、多様な形態による音読を組み入
れた。一回目は、一人一文ずつ読んでいき、二回目は、座席 近く 四、五名ずつで読んでいき、三回目は、学習グループごとに読んでいった。形態を変えることによっ
て、響きの変化を持たせることと、学習者どうしの関
係づくりをねらったものである。
 
 ②「文章分解プリント」に記入する
―――
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉開放性、即応性
 
 
文章構成の把握は、学習者にとって初めての学習ではない。段落分け 経験は、既 何度も重ねてきている。
そこで今回は、 「文章分解プリント」を使った活動的 学習として設定した。
 
 
「文章分解プリント」というのは、次の三枚 プリント群によって構成されている。 「Ｂ３サイズ 台紙」 、
 
「Ｂ４一枚に教材全文を印刷したもの」 、 「Ｂ５サイズの感想記入用紙」 。記入の手順は次のとおりである。
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１
 教材全文を意味のまとまりごとに切り抜く
 
 
２
 切り抜いたものを台紙に貼り付けていく
 
 
３
 意味のまとまりごとにキーワードを抜き出す
 
 
４
 意味のまとまりご に見出し つける
 
 
５
 教材文の感想を とめて用紙に記入する
 
 ③段落分け・見出し・感想を交流する
―――
〈ａ
 
学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関係性、階層性、蓄積性、双方向性
 
 
段落分けは 全員の分け目を集約したものを
掲示して交流した。見出しと感想については、冊子として印刷したものを配布して交流した。
 
 
段落分けは、なぜそこで分けた かという理
由を交流しながら、教材文の文章構成を考えていった。分け目の重なりに注目すると、一〇人以上の学習者が分けた箇所は、次のような文章のまとまりに対応してい 。
 
 
 
（
 
一文～
 
六文）根雪の説明→Ⅰ根雪
 
□Ⅰ　根雪□Ⅱ　遠雷□Ⅲ　雪囲い
「雪のあるくらし」段落分け
　
(　
一　
)根雪とい うこ とばがある
　
(　
二　
)毎日の ように雪がふり、
　
(　
三　
)そして、 それは、 冬の 間じ
　
(　
四　
)そうい う を根雪とい う
　
(　
五　
)日本で 根雪が見ら るの
　
(　
六　
)そして、 積もる量が特に
←
２５
人
　
(　
七　
)雪国では、 十一月も半ば
　
(　
八　
)そして、 海や山の 方で、 と
　
(　
九　
)雪国の 人たちは、 昔から
　
(一〇
)それはたしかに当たっ て
　
(一
)こ の 季節になると 季節
　
(一二
)その 雲の 上 方は、 ちょ
　
(一三
)それが 下 不気味に
←
１３
人
　
(一四
)雪おこ し 聞こ えるころ
　
(一五
)雪国の 人たちは、 急い で
　
(一六
)雪がじかにふきつ けな
　
(一七
)雪囲い は、 地方によっ て
　
(一八
)ふぶきの 多い 所では、 特
　
(一九
)雪国にふる雪は、 はげし
　
(二〇
)日本海からふきつ ける強
　
(二一
)それが だ。
←
２
人
　
(二二
)山形県の 庄内地方の 囲
　
(二三
)「 なが木」 とよばれる、 十
　
(二四
)こ れに横木を何だんにも
　
(二五
)はげしい ふぶきも、 こ の
　
(二六
)その 代わり、 雪囲い の 外
　
(二七
)雪国 冬の 生活は、 こ う
←
２３
人
　
(二八
)十二月に入ると、 雪 根
　
(二九
)こ の こ ろになると、 「 雪下
(三〇
)屋根
に
積
もっ
た
雪
を
そ
の
　
(三一
)屋根に登っ て、 すべ らない
←
１
人
　
(三二
)雪下ろしは大雪の たびに
　
(三
)一ばんで 、 一メ ートル も
←
２
人
　
(三四
)何回も雪下ろしをして い
　
(三五
)雪に囲まれると、 家の 中
←
３
人
　
(三六
)雪は道路にもどんどん積
　
(三七
)国道や県道で は除 車が
　
(三八
)都市の 町中で は、 を積
　
(三九
)そこ で 、 ダン プカーが市内
　
(四〇
)新潟県の 長岡市や山形県
←
２
人
　
(四一
)村の 小さな道などで は、
　
(四二
)大雪 ときには、 朝、 子
　
(四三
)ふんで い る間 も 雪は
←
２２
人
　
(四四
)三月になると、 しだい に
　
(四五
)ひさしぶりに日光がさす
　
(四六
)だが、 まだ雪は消えない
←
１
人
　
(四七
)こ の こ ろは、 なだれがお
　
(四八
)南風や太陽の 光で地面
　
(四九
)屋根の 雪も同じこ と 。
　
(五〇
)その ため、 屋根の ひさし
　
(五一
)山の なだれは、 木が多い
　
(五二
)雪国へ 向かう鉄道で は、
　
(五三
)がけなどには、 防雪だな
　
(五四
)東京から新潟へ 向け、 清
←
１３
人
　
(五五
)四月に入ると、 もう、 い
　
(五六
)こ の ころ、 はようやく
←
８
人
　
(五七
)雪国の 冬は長くきびしい
(五八
)雪
国の
人
々は、
そ
の き
び
□Ⅳ　雪下ろし□Ⅴ　除雪□Ⅵ　なだれ まとめ
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（
 
七文～一三文）遠雷の説明→Ⅱ遠雷
 
 
 
（一四文～二七文）降る雪
 
 
→Ⅲ雪囲い
 
 
 
（二八文～四三文）積もる雪
 
→Ⅳ雪下ろし
 
Ⅴ除雪
 
 
 
（四四文～五 ）とける雪
 
→Ⅵなだれ
 
 
 
（五五文～五 ）まとめ
 
 
この段落分けの学習は、第Ⅲ次の調べ学習の際のグループ
分けにつながるものである。雪の言葉を分担して調
べるために、 「まとめ」 （五五文～五八文）の部分を除き、段落ごとのグループに分かれることにした。ただし、 「積もる雪」 （二八文～四三文）の部分については、説明の中心的なまとまりになっており、調べる言葉も多い いうことで、「雪下ろし と、 「除雪」の二グループに分割した。つまり、全部で六つのグループに分かれることになったのである。
 
 
見出しと感想については、 互いにコメントを寄せ合うとい
うかたちで交流した。この学習 ける教師の支援は、学習者の感想を分類し、 その観点を見出しとして提示したことと、学習 読み 自分の言葉で書けている ころに傍線を引いたことである。さらに、各自がコメントを書き込んだ冊子を集約し、全員に紹介した。
 
 
「くふうやがんばっているのがすごい」と書 た感想に対して、 「大阪にも雪がふったらもっといいね」 「つら
いことをやりとげているね！」 「雪がふっ らと もたの
しい」といった多様なコメントが寄せられている。この
自
分
の
言葉
で
書
け
て
い
る
ところに
線
を引い
た
大阪にも雪がふったらもっといいね（ 　
Ｂ 　
）
つらいことをやりとげているね！ 　
（ 　
Ｃ 　
）
雪がふったらとてもたのしい 　　　
（ 　
Ｄ 　
）
感想に対する
コメント
（ 　
Ａ 　
）
分類
し
て
見出
しを
つ
け
た
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ような活動によって、自分が出した見出しや感想に他者からの反応が寄せられ、自分の位置を分かち合いの中で確かめることができる。様々な感想を分かち合う中で、どういう意味がある教材なのかがわかっていく、これが〈ネットワーク〉を組み入れた学習なのである。
 
 
また、 「屋根に上がって雪下ろし」という見出しに対して「ぜんぜん
思いつかない見出しだ」 、 「 くかんがえていると思う」 、 「リズムみたいでい な」と うさまざまな観点からのコメントが寄せられている。このような観点の共有を可能とするのも、 〈ネットワーク〉を活用 た学習の魅力 あろう。
 
 
ここでつけた見出しは、 「雪の事典」を編集する際の目次 して活用
した。第Ⅱ次にお て、自分たちが考えた見出し 、第Ⅳ次におい 、自分たちの書いた記事を位置づける目次へとつながっていくのである。
 
 《Ⅱ
-３
 説明のくふう》
 
 
「雪のあるくらし」の読解をとおして、説明のくふうに気づき、それ
を実際に使いこなせるようになることをめざした学習である。
 
 
第Ⅰ次から第Ⅱ次へのつなぎ、つまり、 「雪の言葉リスト」から「雪
の事典づくり」へのつなぎとして、数冊の事典 もとに、事典の記事というものが文章として書かれてい ことを確認した。事典を読む人に分かりやすい文章を書くため 説明のくふうを知るため 、 「雪のあ くらし」の学習を組み入れたのである。
 
 
□Ⅰ
根雪は雪が冬中きえない
□Ⅱ
遠雷が鳴る
□Ⅲ
家をふぶきから守る
□Ⅳ
屋根に上がって 下ろし
□Ⅴ
雪国の人々の工夫やがんばり
□Ⅵ
雪がとけだす
『雪の事典』
もくじ
屋根に上がって雪下ろし（ 　
Ａ 　
）
ぜんぜん思いつかない見出しだ（ 　
Ｂ 　
）
よくかんがえていると思う 　　
（ 　
Ｃ 　
）
リズムみたいでい な 　　　　
（ 　
Ｄ 　
）
見出しに対する
コメント
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①「説明のくふう発見カード」に記入する―――〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉具体性、多様性、
個別性、即応性
 
 
説明のくふうを教師が説明してしまうのは簡単なことであ
るけれど、それでは単なる教え込みに終わってしま
う。この学習のねらいは、りっぱな事典をつくることにあるのではない。学習者自らが課題を発見し、その解決を、多様な〈ネットワーク〉を活用して実践していく が重要である。
 
 
まず、 「雪のある らし」から見つけた説明のくふうを「説明のくふう発見カード」に記入して出し合うという
活動を行った。これは、今回の学習 基本的な手法であり、さまざまな場面において繰り返し用いている。
 
 ②提出された説明のくふうを交流する―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉双方向性、開放性
 
 
学習者から提出された「説明のくふう発見カード」をある程度整理して短冊に書き、それを黒板上で分類して
いった。
 
 「書き方のくふう」については、 「言葉が一つ一
つまとまっている」 とか、 「 『る』 で終わってい 」といったかたちで、教材文の簡潔な文体 特徴をとらえてい 。 た、すでに学習した文章構成に関わるくふうに気づい 学習者も多 っ 。このように、 学習と学習とが結びついていくのである。
 
 
「説明のくふう」としては、 「量」や「場所」を
とらえる、あるいは、 「感じたこと」や「理由」をとらえて述べるといった説明の観点が取り立てら
《説明のくふう
》
・雪が
積もる
量とかが書
いてある
・
どこで根雪が見られるとかがかいてあってわかりやすい
・
 不気味にひびいいているといっているように
、
　
自分
で
感じたことをそのまま
書いている
・根雪
の
理由が書いてある
どこでなぜ どれくらいどんな
説明のポイント・いつ・どこで・だれが・どんな・なにを・どれくらい・どれだけ・どのように・どうやって
整理
課題づくりやコメント、記事を
書くとき
の観点として
活用
《
書き方のくふう
》
・言葉が一つ一つまとまっている・～である。さいごがこうだから
感じがいい
・全部に何月とかが
書いてある
・段落によって
言っ
てることがちがう
←
 文章構成
の学習
《
調べ方のくふう
》
・積もる量の多いところまでこまかく
調べている
・雪囲いの作り方
をよく調べている
・
 なが木は十メートルあるってよく
知っていたね
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れた。これらは、次に「説明のポイント」として整理する。
 
 
「調べ方のくふう」については、 「積もる量の多いところまでこまかく調べている」とか、 「作り方」 「具体的な
数字」 「みんなが知らないこと」などがあげられていた。これらは、第Ⅲ次の調べ学習につながっていくものである。
 
 ③説明のポイントを整理する―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関連性、階層性、蓄積性
 
 
「量」 、 「場所」 、 「感じたこと」 、 「理由」などの「説明 くふう」を「どれくらい」 「どこで 「どんな」 「なぜ」
といった「 として整理した。全員で共有しやすいかたちにするためである。
 
 
ここで共有した「説明のポイント」は、事典の記事を書くときはもちろん、他の学習者が書いた記事を読むと
きやコメントを書くとき 観点、あるいは、課題づくりの
観点や調べるときの観点としても使うことができる。
第Ⅱ次の学習が、そこだけで終わるのではなく 他の学習へと多様に結びついていくのであ 。
 
  
第Ⅱ次における「総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉 は、次のように整理す ことができる。
 
 ●仮説との関係《Ⅱ
-１
 基礎的言語事項》
 
 
①難語句と未習得漢字をそれぞれカードに記入する――― ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉 具体性、
多様性、個別性、即応性
 
 
②難語句一覧表と未習得漢字一覧表により交流する―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関連性、
階層性、双方向性、開放性
 
 
③辞書や事典を使って調べる―――〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉蓄積性
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●仮説との関係《Ⅱ
-２
 基本的な読解》
 
 
①文章の特徴をつかむ―――〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉具体性、多様性、個別性
 
 
②「文章分解プリント」に記入する―――〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉開放性、即応性
 
 
③段落分け・見出し・感想を交流する― 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関係性、階層性、蓄積
性、双方向性
 
 ●仮説との関係《Ⅱ
-３
 説明のくふう》
 
 
① 「説明のくふう発見カード」 に記入する―― 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉 具体性、 多様性、
個別性、即応性
 
 
②提出された を交流する―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉双方向性、開放性
 
 
③説明のポイントを整理する
 ―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉
関連性、階層性、蓄積性
 
 仮説の検証〔第Ⅱ次〕
 
【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
第Ⅱ次は、 「雪のあるくらし」 による 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉
を中心にしながら、 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉も活用して、雪国の
暮らしについての基本的な情報や事典づくりに必要となる「説明のポイント」などを共有する過程である。
 
 
まず、 「雪のあるくらし」を読むために、そこで使われている難語句や未習得漢
第Ⅱ次《１ 基礎的な言語事項》《２基本的な読解》
　　　《３ 説明のくふう》
学習者
学習者
意味がわからない言葉
練習が必要な漢字
雪に関する基本的知識
説明のポイント
情報
図書
情報
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字を確認する。ここでは、個々の学習者が教材文と向き合い、自分にとっての基礎的な言語事項が何であるのかを確かめる。それを、互いに持ち寄ることで、この教材文で押さえるべき言語事項が新しい情報として生み出されるのである。
 
 
教材文の読解も、互いの読みの重なりが新しい情報となっていく。
 
 
教材文に使われている説明 くふうを見つけだ 、事典の記事を書 ための「説明のポイント」を共有する。
この「説明のポイント」という新情報は、事典の記事だけではなく、コメントを書き合う際の観点や、学習課題を設定する際の観点として、この後のさまざまな場面で活用される。
 
 【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
《Ⅱ
-１
 基礎的言語事項》
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――集まった語句や漢字のつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性―――どういう語句や漢字の重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性―――必要な語句の意味を知り漢字を習得していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
開放性―――全員がカードを提出できる
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――全員から出された語句と漢字を互いに交流する
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――「雪のあるく し」という教材文の中から難語句と未習得漢字を考える
 
 
 
 
 
 
 
多様性―――文脈をもとに異なった言葉 引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性―――自分にとっての難語句と未習得漢字を選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性―――難語句と未習得漢字をカードに書き込むことができる
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                   《Ⅱ
-２
 基本的な読解》
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――他者の読みとのつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性―――互いの読みの重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性―――文章構成のあり方を把握していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――個々の読みを互いに交流する
 
 
 
 
 
 
 
開放性―――全員がプリントを提出できる
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――「雪のあるくらし」という教材の文章構成を考える
 
 
 
 
 
 
 
多様性―――文章構成から読み 異なりを引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性―――自分の読みをもとに文章のまとまりを選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性―――文章構成をプリントに書き込むことが
 
《Ⅱ
-３
 説明のくふう》
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――集まった説明のくふうのつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性―――説明のくふうの重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性―――説明のポイントを把握していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――提出された説明のくふうを互いに交流
 
 
 
 
 
 
 
開放性―――全員が工夫を提出する
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――「雪のあるくらし」という教材の説明のくふうを考える
 
 
 
 
 
 
 
多様性―――表現をもとに説明のくふう 異なりを引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性―――自分の読みをもとに説明のくふ を選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性―――説明のくふうをカードに書き込むことができる
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三
 
第Ⅲ次
 雪に関する情報を集める
 
  
第Ⅰ次の「雪に関する言葉を出し合う」過程に、第Ⅱ次の「雪に関する説明文を読む」過程を結びつけ、第Ⅲ
次の 「雪に関する情報を集める」 過程へと展開する。 第Ⅲ次では、 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉 、 〈ｂ
 
学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉 、 〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉 を学習者が自由に組み合
わせて活用する。また、学習形態も、個別学習を中心とし
ながら、グループ学習や一斉学習を組み込んだ総合的
なものとなってい さらに、学習活動についても、教材文中の言葉を調べる「共通課題」と雪の言葉全般にわたる「自由課題」と 複線化を試みた。
 
 
第Ⅲ次の学習は、次のような部分的過程 よって組織されている。
 
 《Ⅲ
-１
 学習課題の選択》
 
 
学習課題については、 者自身が調べたい言葉を選ばせ
るべきであろう。しかし、事典である以上、多様な
言葉が選ばれる必要があ 。こ ような学習者の興味の〈ネットワーク〉と、事典として の〈ネットワーク〉とを結びつけたのが、 「くわしく調べようカード」である
 
 
「くわしく調べようカード」を組み入れることに り、互い 調べたい言葉や調べたい観点を共有し 個々の
〔第Ⅲ次〕雪に関する情報を集める
 
 
互いの興味や関心を結びつけ、一つの「事典」として織りなしていくために必要な情報を、多様な手段を駆使して集める過程である。
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学習者が持つ、言葉に関する認識を深めることができるのである。
 
 
第Ⅲ次の学習は、教材文中の言葉を調べる「共通課題」と雪の言葉全般にわたる「自由課題」との二系列にお
いて行われる。これらの系列は、 「共通課題」が基本、 「自由課題」が応用という関係を持っており、 「共通課題」の記事を書き終えてから「自由課題」の学習をスタートさ
せた。同じ形式の学習を違った課題によって繰り返し
たのである。
 
 
なお、教材文中の言葉を調べる「共通課題」
は、第Ⅱ次 段落分けをもとにグループ分けを行い、雪の言葉全般にわたる「自由課題」は第Ⅰ次の 「雪の言葉リスト」 選択した。
 
 ①「くわしく調べようカード」に 入す ――
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉
具体性、多様性、即応性
 
 
学習者自身が調べたい言葉を三つ選ばせ そ
の言葉について、どういうことを調べたいかという観点と共に「くわしく調べようカード」に記入させた。三つと う幅は、担当グループを決めるときの余裕を生み出すためでもあり、べる観点を交流するときの多様性を生み出すためでもある。
 
共通課題
「くわしく調べようカード」
他のグループの学習者から出された言葉と観点
（ 　
Ａ 　
）
「なだれよけのトンネル」どんなふうに作るのか？
（ 　
Ａ 　
）
「季節風」なんで が弱まるの？
（ 　
Ａ 　
）
「雪ふみ」何メートルぐらい下にさがるのか？
　
Ａ 　
（雪ふみ・季節風・トンネル） 　
→かんじき
　
Ｂ 　
（雪ふみ・なが木） 　　　　　　　
→雪ふみ
　
Ｃ 　
（ふん水のよう しかけ・除雪車）→除雪車
　
Ｄ 　
（
根雪・入道雲・防雪林・
かんじき
）→ダンプカー
　
Ｅ 　
（
かんじき 防雪林） 　　　　
→消雪パイプ
・ 「ふん水のようなしかけ」どんな形か（Ｆ）・ 「除雪車」他 使い方は？（Ｇ）・ 「雪ふみ」一日三回も？（Ｈ）・ 「雪ふみ」どういうふうにしてるのか（Ｉ）・ 「雪ふみ」一日三回は朝昼夜のいつの間（Ｊ）・「かんじき」どうやって作るのか（Ｋ）・「かんじき」どれくらい
でかい
か（Ｌ）
・「かんじき」どんなふうに使うのか？（Ｍ）
Ⅴ  除雪 担当グループ
話し合って、調べる
言葉を分担する
･･･ 教材「雪のあるくらし」に出てくる言葉
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学習グループは、 「共通課題」が段落分けにもとづく六班に編成し、 「自由課題」が雪の言葉の分類にもとづく
七班に編成した。 「自由課題」については、希望
の偏りを枠組みの複数化や合体によって調整した。
 
 ②調べたい言葉や観点を交流する
―――
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関連性、蓄積性、双方向性、
開放性
 
 
全員から出された「くわしく調べようカード」を、その言葉が該当するグループ 分配 た。グループ内で誰
がどの言葉を担当するかを話し合う めに、候補となる言葉と調べる観点を全員から出されたカードによって増やしたわけである。
 
 
「除雪」担当グループを例にとると、学習者〔Ａ〕が書いた「くわしく調べようカード」の中 は、 「除雪」に
関係する言葉として「雪ふみ」があった。しかし、 雪ふみ」は、学習者〔Ｂ〕が調べることになり、学習者〔Ａ〕は、他の学習者が書い いた「かんじき」を調べることにした。学習者〔Ａ〕は、 「かんじき」についての調べる観点を持ってはいなかったが、同じグループの学習者が持ってい 観点や、他のグループから届けられたカードに書かれていた観点を参考に 自分が調べ 観点を決めることができるのである。
 
 ③調べる言葉を決める―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉階層性、個別性
 
 
個々の学習者が孤立した状態で課題を決めた場合、候補と
なる言葉や調べる観点は限られたものになったであ
ろう。それを大きく広げたのが〈ネットワーク〉を活用した学習である グループ内での話し合いや、学級全体から提出された言葉と観点に支えられ、広 視野から考えていくことができよう。
 
 
また、グループ内で話し合ったときに、互いの希望がぶつかって、なかなか決まらないことも少なくない。そ
うなると、再度、教材を読み直し、興味を持てそうな言葉
を探すことにもなるであろう。また、他の学習者が書
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いた観点を知ることにより、自己の読みを振り返るきっかけともなる。つまり、 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネッ
トワーク〉を機能させることにより、 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉 、すなわち、教材とのつながり
を深めることにもなるのである。
 
 《Ⅲ
-２
 探求計画の作成》
 
 
各グループごとに相談して決めた言葉について、 どのよう
な観点から調べるかということを検討して、 「調べ計
画書」に記入する。その計画書をグループ内で交流することにより、探求計画についての他の学習者からのコメントが寄せられ、客観的に評価されることになる。 の学
習だけに着目したとしても、そこには、第Ⅱ次におけ
る、見出しや感想へのコメントや、説明のポイントの学習が結びついていることがわかる。
 
 
このように、それぞれの学習を複合的に結びつけていくことこそ 総合的な学習指導なのである。
 
 
①「調べ計画書」を作成する
―――
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉即応性、個別性、多様性、具体性
 
 
自分が担当する言葉について、どのような方法と観点から調べるのかを決め、 「調べ計画書」に記入する。この
「調べ計画書」は、調べる言葉と調べる観点を記入す という では、 「くわしく調べようカード」と同じなのだが、調べる観点を複数記入させるようにした。
 
 
各グループには、担当する範囲の言葉について、他の学習者からも調べる言葉や観点が届けられており、それ
を参考にするとともに、再度、 「雪のあるくら 」や「雪の言葉リスト」 見直して決定する。この に、 「雪のあるくらし」や 雪の言葉リスト」が学習の原点 なっており、節目節目に、そこへ戻ることができるとい構造が重要であろう。
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②「調べ計画書」を交流する
―――
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関連性、双方向性
 
 
作成した「調べ計画書」をグループ内で交流する。調べる方法や観点について気づいたことを記入し合う。こ
のときに、その言葉について、自分が持っている情報があれば、それも記入しておく。
 
 
学習者〔Ａ〕は、 「かんじき について、 「どんな大きさか」 、 「どうやって作るのか」 、 「どうやって使うのか」
という観点から調べることにした。しかし、その方法が、すべて、 「インターネット・事典」となっていたため、学習者〔Ｅ〕から、 「おうちの人とか近所の人とかが知っているかもしれないから聞いてみたら という、別の方法がアドバイスとして提示されている。このように 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉を活用すること
により、 個人の偏りをやわらげることができる。
 
 ③探求計画を決定する
―――
〈ａ
 学習者と学習者を結
ぶネットワーク〉開放性、階層性、蓄積性
 
 
他の学習者からのアドバイ
スを参考にして、最終的な探求計画 決定する。決定した「調べ 書」の内容をグループごとに「調べ計画表」としてまとめ、教室内に掲示し
教室内に掲示
「雪のあるくらし」調べ計画書
　
（５）
班　　　　　　　　　　
（ 　
Ａ 　
）
調べること
　
〔かんじき〕
調べるポイント・どんな大きさか 　　
（インターネット・事典）
・どうやって作るの （インターネット・事典）・どうやって使うのか（インターネット・事典）アドバイス（ 　
Ｅ 　
）
より
・おうちの人とか近所の人とかが知っているかもしれないから聞いてみたら？
第Ⅱ次で学習した「説明のポイント」を活用
　
Ｅ
　
Ｄ
　
Ｃ
　
Ｂ
　
Ａ
　
名 　
前
どれくらい雪をとかすのかいつ水を出すのか消 パイプはどんな形かどういうふうに使うのかダンプカーはどこで使うのかダンプカーはいつ使うのか除雪車を除雪車をなぜ使うのか除雪車をいつ使うのか雪ふみはどこでやるのか雪ふみはいつのうちにするのかいつ雪ふみをするのかかんじきはどうやって使うか？かんじきはどうやって作るのか？んじきはどんな大きさ
調 　
べ 　
る 　
こ 　
と
「雪のあるくらし」調べ計画表 　
（５）
班
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ておいた。このようなかたちで、全員が互いの探求内容を把握し、随時、 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワー
ク〉を活用できるようにくふうしたのである。
 
 
「雪の事典づくり」という学習活動が、個々の学習の結びつきによってなされていくことを自覚し、自己の学
習が全体の学習の中 どの な位置にあり 他の学習者 ものとどのような関係にあるのかを把握できるようにしておくことが重要であろう。
 
 《Ⅲ
-３
 課題探求活動》
 
 
「１
 学習課題の選択」 、 「２
 探求計画の作成」というステップを踏んで、 「３
 課題探究活動」に取りかかる。
この活動を支えているの 、 れまでにも活用してきた〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉や〈ｂ
 学習
者と図書情報 結ぶネットワーク〉である。これら 〈ネ
ットワーク〉は、この課題探究活動においても多くの
情報をもたらすことになる。
 
 
第Ⅲ次では、さらに、雪国出身の教師や、雪国在住の情報提供者の協力を得て、 〈ｃ
 学習者と情報提供者を結
ぶネットワーク〉も導入することができた。この、実際の社会と結ぶ〈ネットワーク〉は、学習者に生の情報をもたらし、学習活動をより現実的なものにしてくれる。
 
 
〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉が一系列増えるということは、その系列から られる情報だけが加
算されるのではなく、他の系列の〈ネットワーク〉から得られた情報を 性化する め、情報量が飛躍的に増加することになる。そして、 が多様に結びつくことにより学習自体も、さらに総合化していくのである。
 
 ①多様な方法で調べ ―――〈ａ
 学習者、ｂ
 図書情報、ｃ
 情報提供者〉具体性、多様性、個別性
 
 
課題探求のための調べ学習として、主に二 の〈
ーク〉を活用して情報を収集させた。一つは、図書
 49
文献情報の例
～旺文社百科事典「エポカ」より～
情報提供者からの電子メール
 50
『大辞泉』小学館『雪国のくらし』ポプラ社
十日町小学校ホームページ雪国の小学校のホームページ  
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クセスし、そこで得た情報をもとに三枚目のカードを書いている。
 
 
このように、 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉を活用して調べた情報に、 〈ａ
 学習者と学習者を結
ぶネットワーク〉を絡めるのがコメント欄である。
 
 ③調べたことを交流する―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関連性、階層性、双方向性
 
 
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉を活用し、調べたことを交流するために、 「ヘルプカード」と「交
流カード」を用意した。
 
 
「ヘルプカード」とは、どうしてもわからなくて困ってい
る学習者を教師や他の学習者が助けてあげられる交
流の場である。自分の課題を調べているときに、友だち 調べている課題の参考になりそうな情報をメモしておいたり、自分が必要としている情報 書き込んでおき、情報の交流を図った。
 
 
「交流プリント」とは、グループを越えた交流を実現させるために用意したものである。自分にとって関係の
あることがらを調べていそうな人 学習課題の一覧表から見つけ し、その人と交流する。 「雪むろ」につい 調べている学習者の例では、交流の相手として「かまくら」と「雪ダム」を調べている学習者を選んでいる。 「かまくら」については 一見、正反対の性質のように思える情報がも らされる 、この後 調べる過程において、 「温度が一定」 う点で共通して ことが明らかになる。
 
 
自分が調べている雪に関することがらは一つの言葉についての
ことではあるけれども、 〈学習者と 結ぶネットワーク〉 を活用することによって、大きな広がりのあるものになっ くのである。
 
ヘルプカード
（ 　
Ａ 　
）
●友だちが調べていることの
参考になる資料
　　　　
（あなたのメモが友
だちをたすけます）
　
Ｂ 　
さんへ
　　
冒険図鑑の３２８
ページ～３２９ページ
●あなたがこまっていること（
 
 
 
）さんへ
　
もっと調べよう交流プリント
●
 自分が調べているこ と関係のありそうな課題はどれでしょう。
（ 　　
かまくら 　　　
） 　
（ 　　　
雪ダム 　　　
）
（ 　　 　　　　　
） 　
（ 　　 　　　　
）
●
お互いに交流（教え合い）して、わか たことを書きま
しょう。（ 　　
Ｂ 　　
）
さんとの交流
　　
雪ダムは夏の水不足をかい消するためのもの
（ 　　
Ｃ 　　
）
さんとの交流
　　
かまくらは中はあたたかいしおでんが食べれ
　　
 雪むろ
 　　　　　　　
名前
（ 　　　
Ａ 　　　
）
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第Ⅱ次における「総合的な国語科学習を支える〈ネッ
トワーク〉 」は、次のように整理することができる。
 
 ●仮説との関係《Ⅲ
-１
 学習課題の選択》
 
 
① 「くわしく調べようカード」 に記入する――― 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉 具体性、 多様性、
即応性
 
 
②調べたい言葉や観点を交流する――― 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉 関連性、 蓄積性、 双方向性、
開放性
 
 
③調べる言葉を決める―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉階層性、個別性
 
 ●仮説との関係《Ⅲ
-２
 探求計画の作成》
 
 
①「調べ計画書」を作成する――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉即応性、個別性、多様性、具体性
 
 
②「調べ計画書」を交流する―― 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関連性、双方向性
 
 
③探求計画を決定する―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉開放性、階層性、蓄積性
 
 ●仮説との関係《Ⅲ
-３
 課題探求活動》
 
 
①多様な方法で調べる
  ―――〈ａ
 学習者、ｂ
 図書情報、ｃ
 情報提供者〉具体性、多様性、個別性
 
 
②調べたことをまとめる―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉蓄積性、開放性、即応性
 
 
③調べたことを交流する―― 〈ａ
 学習者と を結ぶネットワーク〉関連性、階層性、双方向性
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仮説の検証〔第Ⅲ次〕
 
【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉の中で、第Ⅰ次に生み出
された「雪の言葉リスト」をもとに自由課題を設定し、第Ⅱ次の「雪のあるくらし」の学習をもとに共通課題を設定する。
 
 
この過程においては、 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉 、
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉 、 〈ｃ
 学習者と情報提供
者を結ぶネットワーク〉をすべて使った調べ学習を行い、個々の学習者が事典の記事を書く情報を生み出すことになる。
 
 
課題設定は、自由課題と共通課題の二系列においてなされる。自由課
題を導く情報は、第Ⅰ次に生み出された「雪の言葉リスト」であり、共通課 Ⅱ 学習した「雪のあるくらし」である。これらの情報 から生み出した課題を、さらに交流し合う中で、それぞれの課題が決まってい 。
 
 
それぞれの学習者が担当する言葉が決まると、探求計画を立てること
になる。どういうことを調べるかという観点については、学習者ど しで出し合うとともに、 第Ⅱ次に共有した 「説明のポイント」 を活用する。
 
 
探究活動においては、一つの方法だけに頼るのではなく、多様な ネ
ットワーク〉を活用する。個々に入手した情報を互いに交流し合うことにより、生み出される情報も、より確かで豊 なものとなるであろう。
 
第Ⅲ次 《３   課題探究活動》 
図書
情報 
情報 
提供者 
情報 
学習者 学習者 
第Ⅱ次 《２ 基本的な読解》 
雪に関する基本的知識 
（共通課題へ） 情報 
第Ⅲ次 
《１   学習課題の選択》 
自由課題 ・共通課題 
情報 
学習者 学習者 
第Ⅲ次 
《２   探求計画の作成》 
探求計画 
情報 
学習者 
学習者 
第Ⅰ次 《言葉リストづくり》 
情報 雪の言葉リスト （自由課題へ） 
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【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
                   《Ⅲ
-１
 学習課題の選択》
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――言葉への関心のつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性― 調べたい言葉の重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性― ―言葉を調べる多様な観点 把握していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――提出された や観点を互いに交流する
 
 
 
 
 
 
 
開放性―― 全員が課題を選択できる
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――「雪のあるくらし」と「雪 言葉リスト」をもとに調べる言葉を考える
 
 
 
 
 
 
 
多様性― 調べたい言葉の異なり 引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性― ―自分の興味関心をもとに調べる言葉を選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性― ―調べたい課題をカードに書き込むことができる
 
《Ⅲ
-２
 探求計画の作成》
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――調べる観点や方法のつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性― 言葉を調べる観点の重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性― ―言葉を調べる観点を把握していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――「調べ計画書」を互いに交流する
 
 
 
 
 
 
 
開放性―― 全員が計画を作成でき
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――「くわしく ようカード」に記入し 観点 もとに考え
 
 
 
 
 
 
 
多様性― 異なった計画を引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性― ―自分調べ い観点を選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性― ―調べる計画をプリントに書き込むことができる
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四
 
第Ⅳ次
 雪に関する情報を整理する
 
  
第Ⅰ次の雪の言葉の分かち合いによって形成された雪の言葉の〈ネットワーク〉を基盤に、第Ⅱ次では、 「雪の
あるくらし」 という説明文の世界を結びつけた。 第Ⅲ次では、 「雪のあるくらし」 の世界にある言葉を 「共通課題」 、《Ⅲ
-３
 課題探求活動》
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――調べる言葉のつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性― 雪の言葉の持つ情報の重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性― ―雪の言葉に関する を把握していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――知り得た情報を互いに交流する
 
 
 
 
 
 
 
開放性―― 全員が課題を探求できる
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――図書、ホームページ、インタビュー、電子メールの活用を考える
 
 
 
 
 
 
 
多様性― 言葉を調べる異なった方法を引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性― ―自分が課題を調べる方法を選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性― ―知り得た情報 カ ドに書き込むことができる
 
〔第Ⅳ次〕雪に関する情報をまとめる
 
 
多様な手段を駆使して集めた情報を、事典の記事としてまとめる過程である。第Ⅰ次において作成した「雪の言葉リスト」 もとに、第Ⅱ次において得た情報を土台としながら、第Ⅲ次に集めた情報を「雪の事典」とし
て
集約
す
る。
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雪の世界全体に散らばる言葉を「自由課題」として設定し、 〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を活用した調べ学習を行った。これらの学習 雪の事典 に集約するのが第Ⅳ次である。
 
 《Ⅳ
 事典づくり》
 
①「文章組み立てプリント」を使い記事を書く―――〈ａ
 学習者と学習者を
結ぶネットワーク〉開放性、具体性、多様性、個別性、即応性
  
 
 
「雪の調べカード」に蓄積した情報を、 「文章組み立てプリント」を用いて
記事化する。 この活動を支える は、 第Ⅱ次に学習した説明のくふうである。事典の記事を書くという実際的な活動に、 「雪のあるくらし」という説明文の学習が結びつくことにより、学習者の力を育てていくで ろう。また、カードやプリントに書かれた他の学習者から コメントやアドバイスも参考になるはずである。
 
 ②互いの記事にコメントを書き合う―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関係性、双方向性
 
 
書き上げた記事をグループの中で交流し、 互いにコメントを書き合う。 互いの記事に対するコメント 見ると、
第Ⅱ次に学習した説明の工夫を観点として使っているものが多い。
 
 
「書き方」については、文章のわかりやすさについて述べたものや終わり方について述べたものが多く、漢字
の使用や字のていねいさなどについてのコメントもあ た。
 
 
「とらえ方」としては、根雪のでき方やスキーの種類というように、そ ことがらをどのような側面からとら
えて説明しているかを述べたものが見られた。
 
 かんじき
　
〔 　
Ａ 　
〕
　
わたしはかんじきのことにつ
いて調べました。
　
かんじきは竹と木のつるであ
んだものがほとんどです。
　
かんじきは自分のくつの大
さより
１０
㎝～
１５
㎝ぐらい大き
くしたものです。
　
雪の上を じきをつけて歩
いて平らにして、 歩きやすくする道具です。
　
かんじきは、 くつの大きさより
１０
㎝～
１５
㎝ぐらい大きくて、 そ
うぞうしたより ごく大きかった。
　
さいきんでは、 「かんじき」と
いう言葉はあんまり聞きません
。
ぼくもかんじきは直径
２０
㎝ぐらいと思っていた。 （ 　
Ｂ 　
）より
竹と木のつるであんだってよく た。 　　　　
（ 　
Ｃ 　
）より
よく本を見ていろんなことを調べている
  （ 　
Ｄ 　
）より
よく
本
でかん
じ
き
っ
てい
うこと
を
調
べてい
る。
（
Ｅ
）
より
　
　　
文章組み立てプリント
（５）
班　　　　　　　　　　　
（　
Ａ 　
）
はじめ 自分が説明すること）・わたしはかんじきのことについて調べましたなか（調べてわかったこと）
　
かんじきはどうやって作るのか
　　　　　　　　
↓
　
かんじきはどれくらいの大きさか
　　　
↓
　
かんじきはどうやって使うのか
おわり（まとめ・感想や意見）・かんじきはどうやって作るのかわかってすご
　
く 　
よかった
（ 　
Ｂ 　
）
より
・よくしらべている
第Ⅱ次で学習した
説明のポイント」
コメント欄
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「調べ方」については、自分の経験をもとに、どのような情報の引
き出しがなされたかについてのコメントがなされていた。
 
 
今回の学習によって、説明的な文章を読む観点をつかむことができ
たのであろう。
 
 
コメントを書き込んだ原稿を集め、第Ⅱ次に作成した見出しを付し
て「雪の事典」を完成させた。
 
 ③完成した もとに学習を振り返る―〈ａ
 学習者と学
習者を結ぶネットワーク〉階層性、蓄積性
 
 
完成した「雪の事典」を読み合い、学習活動全体 振り返る。共通課題の目次には、第Ⅱ次に学習した文章構
成の段落分けや見出 が使われており、自由課題の目次には
、第Ⅰ次の「雪の言葉リスト」の枠組みが使われて
いるのでそれを活用した。
 
  
第Ⅳ次における「総合的な国語科学習を支える〈ネッ
トワーク〉 」は、次のように整理することができる。
 
 ●仮説との関係《Ⅳ
 事典づくり》
 
 
①「文章組み立てプリント」を使い記事を書く―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉開放性、具体
性、多様性、個別性、即応性
 
 
②互いの記事にコメントを書き合う―――〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉関係性、双方向性
 
 
③完成した「雪の事典」をもとに学習を振り返る―〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉階層性、蓄積性
 
書き方に関するコメント
　
○文章がわかりやすい。 　　　　　　　　　　　　　
（ 　
Ａ 　
）
　
○～ます。とかで終わっているからいい。 　
（ 　
Ｂ 　
）
とらえ方に関するコメント
　
○根雪へのなり方がよく る。 　　　
（ 　
Ｃ 　
）
　
○スキーの種類がわかった。 　　　　 　　　　　
（ 　
Ｄ 　
）
調べ方に関するコメント
　
○本にはなかなかのってないのが調べられていた。
（ 　
Ｅ 　
）
　
○インターネットがうまく使えてよ ね。
（ 　
Ｆ 　
）
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 仮説の検証〔第Ⅳ次〕
 
【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
第Ⅲ次に生み出した情報を、 〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉を
活用しながら事典 記事として整理する。ここでは、第Ⅱ次に生み出された「説明のポイント」などの情報も用いることになる。
 
 【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
《Ⅳ
 事典づくり》
 
 （１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――互いが調べた言葉のつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性― 課題に関する情報の重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性― ―数多くの雪に関する言葉を把握していく
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――「文章組み立てプリント」を互いに交流する
 
 
 
 
 
 
 
開放性―― 全員が記事を作成でき
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――「雪の調べカード」 、 「説明のポイント」 も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
とに記事を考える
 
 
 
 
 
 
 
多様性―――異なった記事を引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性― 自分に必要な情報を選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性― ―記事にする情報をプリントに書き込むことが
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
できる
 
第Ⅲ次《３ 課題探究活動》
情報
第Ⅳ次《事典づくり》
学習者
情報
学習者
事典記事
第Ⅱ次《３ 説明のくふう》
説明のポイント情報
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五
 
第Ⅴ次
 雪に関する情報を分かち合う
 
  
「雪の事典づくり」で学習したことを、雪国在住の情報
提供者へ手紙を書くことによって交流した。自己の学
習経過を客観的にとらえ直すための手だてである。 〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉を活用するこ
とにより、情報提供者か の返事を得ることが きた そこでは、今回の学習に対する評価がなされており、再度、学習をとらえ直すことができた。
 
 《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
①情報提供者へのお礼の手紙 書く―――〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉個別性、開放性、具体
性、多様性、即応性
 
 
「雪の事典づくり」の学習を振り返り、自らが学んだこと
を情報提供者へ伝える手紙を書く。そこには、 「雪国
の人たちがたいへんだなんて思わなかったから、調べたり教えてもらったりしてすごく勉強になりました」というような認識の変化や、 「アドバイス するとその人が前よりも書くスピード 早くなった。 交流をしてアドバイスや注意してもらって、ここをどう書けばいいかを知った
」というように、学習をとおして身につけたことなど
が書かれていた。
 
〔第Ⅴ次〕雪に関する情報を分かち合う
 
 
できあがった事典をもとに、学習活動全体を振り返る過程である。情報提供者へお礼の手紙を書くことをとおして、学習の意味やつながり、自らに蓄積された
情報や認識を確認することができるであろう。
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②情報提供者と手紙による交流を行う―――〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉関係性、多様性
 
 
学習者からのお礼の手紙に
対する、情報提供者からの返事が届いた。そこには、 「雪の事典」を読んだ雪国の中学生が自分の知らな ことが書かれていて驚いたという内容などが記され おり、 〈ネットワーク〉を らに広げることができた。
 
 
〈ｃ
 学習者と情報提供者を
結ぶネットワーク〉を活用することにより、学習の可能性を広げる ともに 次々に新しい情報を得ることができる。それは、学習者の「雪」への興味をさらに高め もの なった。
 
 ③情報提供者からの電子メー
【言葉の学習による雪国の認識】・雪国の人たちがたいへんだなんて思わなかったから、調べたり教えてもらった
りしてすごく勉強になりました。
・こんな大阪でも冬から春になると大阪もしあわせだよ。夏から秋になるのもし
あわせになる。だから大阪にもしあわせがいっぱいあるかもしれない。
・でも春になるとすごくうれし ということがよくわ る。冬が苦しい めに春
のあたたかさが喜びになるのは雪国だ。
・冬が終わると雪国の人々はみんな喜ぶんだね。 雪国の人たち けにできる喜び。【友達や雪国に住む人と 交流】・
 アドバイスをするとその人が前よりも各スピードが早くなった。交流をしてアドバイスや注意してもらって、ここをどう書けばいいかを知
・わたしがさがしていることが友だちのアドバイスでわかった。・鳥山さんからのメールで雪国のいろいろなことがわかった。友だちと感想を書
いたりいろいろ調べて雪国の事がわかった
・雪国の中学生の人が４年１組 作った本で知ら いことがあったということが
びっくりした。
【身につけた方法や技能の活用】・もっといろんなことを調べて事典にしたい。・やっていると調べるのが楽し った。・たった一つのコンピューターで一 の人に出会う すごいなあと思いまし
た。私が今こうして手紙を出せるのは、一つのコンピューター 鳥山さんとメー
ル
をつないだからです。
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ルをもとに「雪のあるくらし」を読み直す―――〈ｂ
 学習者と図書情
報を結ぶネットワーク〉階層性、蓄積性
 
 
雪国在住の情報提供者のメールに書かれていた雪国のようすや雪への
思いを、 「雪のあるくらし」と比べ読む。 〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネ
ットワーク〉と〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉とを関連
づけることにより可能とな 学習である。両者に共通する雪国の暮らしの厳しさと愛着 を、より深く読むことができたと思われる。
 
  
第Ⅴ次における「総合的な国語科学習 支える〈ネットワーク〉 」は、
次のように整理することができる。
 
 ●仮説との関係《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
 
①情報提供者へのお礼の手紙を書く―――〈ｃ
 情報提供者〉個別性、
開放性、具体性、多様性、即応性
 
 
②情報提供者と手紙による交流を行う―――〈ｃ
 情報提供者〉関係性、
多様性
 
 
③情報提供者からのメールをもとに「雪のあるくらし」を読み直す――
―〈ｂ
 図書情報〉階層性、蓄積性
 
 
第Ⅳ次《事典づくり》
学習者
情報
学習者
事典記事
第Ⅴ時《手紙のやり取り》
情報
学習者学習者
雪や事典づくりへ
の新たな興味
図書
情報
情報
提供者
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仮説の検証〔第Ⅴ次〕
 
【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
第Ⅴ次においては、今回の学習を振り返り情報提供者へお礼の手紙を書いた。 〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶ
ネットワーク〉を活用して、学習を振り返る過程である。二五人の手紙に対する情報提供者からの返事には、 「雪の事典」を読んだ雪国 中学生の言葉や、雪国のようすなどが書かれていた。それを再度、 「雪のあるくらし」に重ねることで、雪国への理解、興味・関心 深めることが
できよう。ここで、生み出される情報は、雪国のくら
しや事典づくりなどに関する新たな であ 、それらは、これからのさまざまな学習に結びついていくことになるであろう。
 
 【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
関連性―――学習したことがらのつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
階層性― 学習した内容の重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
蓄積性― ―自分たちのした学習の意味を把握していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
双方向性――書いた手紙を互いに交流する
 
 
 
 
 
 
 
開放性―― 全員が手紙を書くことができ
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
具体性―――学習活動をもとに手紙に書く内容を考える
 
 
 
 
 
 
 
多様性― 異なった手紙を引き出す
 
 
 
 
 
 
 
個別性― ―自分が書きたいことを選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
即応性― ―伝えたいことがら 手紙 書き込むことができる
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第三節
 
〈ネットワーク〉を活用した授業の分析
 
 
一
 
総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉の仮説
 
  
第一章において述べた、 「総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉の仮説」は、次のとおりであった。
 
        
第二章においては、 〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を活用して、総合的な学習指導を展開した「雪の
事典づくり」の授業における、 〈ネットワーク〉のあり方を分析してきた。
 
 
本節では、 「雪の事典づくり」の授業をもとに、そこに組み込まれた〈ネットワーク〉のあり方や「情報と言葉
の特性」のあらわれ方を確認した上で 「総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉の仮説」を検証する。
 
 
二
 
〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉の組み込み
 
  
総合的な学習指導を支える〈ネットワーク〉として、 「雪の事典づくり」の授業に、次のような〈多様な情報を
【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
 
〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を学習者に
結びつけることによって情報が生まれ、それらの情
 
 
報の積み重ねから生み出された情報が、他の学習活動において活用されていく。
 
【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
 
 
〈ネットワーク〉の持つ九つの「情報と言葉の特性」をまんべんなく満たすことによって、 〈多様な情報を
 
 
結びつけるネットワーク〉が機能し、安定して充実した情報 生み出すことができる。
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結びつけるネットワーク〉を組み込んだ。
 
       
「雪の事典づくり」の授業に、複数の〈ネットワーク〉を互いに関係づけて組み込むことにより、 〈ネットワー
ク〉と〈ネットワーク〉とが結びつき、新たな情報を生み出した。
 
 
各学習過程において、多様な情報を重ねて生み出
された情報には次のようなものがあった。
 
  
（第Ⅰ次） ・雪の言葉リスト
 
 
（第Ⅱ次） ・意味がわからない言葉一覧表、練習が必要な漢字一覧表
 
 
 
 
 
 
 
 文章構成表、雪に関する基本的知識、説明のポイント
 
 
（第Ⅲ次） ・共通課題、自由課題、課題に関する
 
 
（第Ⅳ次） ・事典記事
 
 
（第Ⅴ次） ・情報提供者への手紙
 
  
これらの情報と、 〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉とが織りなす新たな〈ネットワーク〉を図のよう
まとめることができる。
 
 
多様な情報を結びつけるネットワーク
 
 
 
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉
 
 
 
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉
 
 
 
〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉
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第Ⅲ次 《３   課題探究活動》 
図書 
情報 
情報 
提供者 
情報 
学習者 学習者 
第Ⅱ次 《１   基礎的な言語事項》 《２ 基本的な読解》 
    《３   説明のくふう》 
学習者 
学習者 
意味がわからない言葉 
練習が必要な漢字 
雪に関する基本的知識
・ 説明のポイント 
情報 
図書 
情報 
第Ⅲ次 
《１   学習課題の選択》 
自由課題 ・共通課題 
情報 
学習者 学習者 
第Ⅲ次 
《２   探求計画の作成》 
探求計画 
情報 
学習者 
学習者 
第Ⅳ次 《事典づくり》 
学習者 
情報 
学習者 
事典記事 
第Ⅰ次 《言葉リストづくり》 
情報 
雪の言葉リスト 
学習者 
学習者 
図書 
情報 
第Ⅴ時 《手紙のやり取り》 
情報 
学習者 学習者 
雪や事典づくりへ 
の新たな興味 
図書
情報 
情報 
提供者 
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仮説の検証【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
「雪の事典づくり」の各過程に〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を相互に関連づけながら組み込んだ
ことによって、新たな情報が生み出されている。その情報を、次の学習の〈ネットワーク〉に組み入れながら、学習活動が展開していくのである。すなわち、
「〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を学習者に結びつける
ことによって情報が生まれ、それらの情報の積み重ねから生み出された情報が、他の学習活動において活用さていく」という【仮説①】が成立してい と言えよう。
 
 
三
 
各学習過程にあらわれる〈ネットワーク〉が持つ「情報と言葉の特性」
 
  
第一章において述べたとおり、 〈ネットワーク〉の持つ九つの「情報と言葉の特性」を持つ。これらの特性を満
たしていくことは、 「言語 結びついた認識」 、 「コミュニケーション」 、 「実際的な言語活動」 という総合的な国語科教育を構成する三つの要素を満たしていくことでもある。
 
 （１）言語と結びつ た認識
 
       
 
〔関連性〕―――言葉や情報のつながりを把握する
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
雪の言葉のつながりを把握する
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
集まった語句や漢字のつながりを把握する
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
他者の読みとのつながりを把握する
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
集まった説明のくふうのつながりを把握する
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
言葉への関心 つながりを把握する
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
調べる観点や方法のつながりを把握する
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
調べる言葉のつながりを把握する
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
互いが調べた言葉 つながりを把握する
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
学習したことがら つながりを把握する
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             （２）コミュニケーション
 
 
       
 
〔蓄積性〕―――言葉や情報を収集していく
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
雪に関する語彙を収集していく
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
必要な語句の意味 知り漢字を習得していく
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
文章構成のあり方を把握していく
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
説明のポイントを把握していく
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
言葉を調べる多様な観点を把握していく
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
言葉を調べる観点を把握していく
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
雪の言葉に関する情報を把握していく
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
数多くの雪 言葉
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
自分たち した学習の意味を把握していく
 
 
 
〔双方向
性
〕
―
――言葉や情報を互いに交流する
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
出された言葉を「雪の言葉リスト」 もとに互いに交流する
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
全員から出された語句と漢字を互いに交流す
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
個々の読みを互いに交流する
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
提出された説明のくふうを互いに交流する
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
提出された言葉や観点を互いに交流する
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
「調べ計画書」を互いに交流する
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
知り得た情報を互いに交流する
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
「文章組み立てプリント」を互いに交流する
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
書いた手紙を互いに交流する
 
 
 
〔階層性〕―――言葉や情報の重なりを整理する
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
雪の言葉の重なりを整理する
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
提出された語句や漢字の重なりを整理する
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
互いの読みの重なりを整理する
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
説明のくふう
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
調べたい言葉 重なりを整理する
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
言葉を調べる観点の重なりを整理する
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
言葉の持つ情報 重なりを整理する
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
課題に関する
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
学習した内容の重なりを整理する
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       （３）実際的な言語活動
 
             
 
〔開
放性
〕
―
――言葉や情報を
全
員が活用できる
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
全員が言葉を持ちよることができる
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
全員がカード 提出できる
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
全員がプリントを
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
全員が工夫を提出できる
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
全員が課題を選択できる
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
全員が計画を作成できる
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
全員が課題を探求できる
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
全員が記事を作成できる
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
全員が手紙を書くことができる
 
 
 
〔
具体性
〕
―
――言葉や情報を
手
がかりに
基
づいて考える
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
雪の写真やグラフをもとに考える
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
「 あるくらし」という教材文の中から難語句と未習得漢字を考える
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
「雪のあるくらし」という教材の 章構成 考える
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
「雪のあるくらし」という教材の説明のくふう 考え
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
「雪のあるくらし」と「雪の言葉リスト」 もとに調べ 言葉を考え
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
「くわしく調べようカード」に記入した観点 考え
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
図書、ホームページ、インタビュー、電子メールの活用 考え
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
「雪の調べカード」 、 「説明のポイント」をもとに記事
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
学習活動をもとに手紙に書 内容を考える
 
 
 
〔多様
性
〕
―
――言葉や情報の異なりを引き出す
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
自分の持つ経験から異なった言葉を引き出す
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
文脈をもとに異なった言葉を引き出す
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
文章構成から読みの異なりを引き出す
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
表現をもとに説明のくふう 異なりを引き出す
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
調べたい言葉の異なりを引き出す
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
異なっ 計画を引き出す
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
言葉を調べる異なった方法を引き出す
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
異なった記事を引き出す
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
異なった手紙を引き出す
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              仮説の検証【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
 
以上のように、 〈ネットワーク〉の持つ九つの「情報と言葉の特性」のすべてが、各学習過程において、総合的
な国語科教育を構成する三つの要素を支えていることがわかる。つまり、これらの特性を生かした学習指導過程を組むことにより、 〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉が機能し、国語科における総合的な学習指導を実現することが可能となっているのである。すなわち、 「〈ネットワーク〉の持つ九つの『情報と言葉の特性』をまんべんなく満たす 、 〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉が機能し 安定して充実した情報を生み 
 
〔個別
性
〕
―
――言葉や情報を自分で選ぶ
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
自分の持つ言葉を選ぶ
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
自分にとっての難語句と未習得漢字を選ぶ
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
自分の読みをもとに文章のまとまりを選ぶ
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
自分の読みをもとに説明のくふうを選ぶ
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
自分の興味関心をもとに調べる言葉
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
自分調べたい観点 選ぶ
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
自分が課題を調べる方法を選ぶ
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
自分に必要な情報を選ぶ
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
自分が書きたいこと
 
 
 
〔即応
性
〕
―
――言葉や情報をただちに
書
き込むことができる
 
《Ⅰ
 言葉リストづくり》
 
思いついた言葉をカードに書き込むことができる
 
 
《Ⅱ
- １
 基礎的言語事項》
 
難語句と未習得漢字をカードに書き込むこ ができる
 
 
《Ⅱ
- ２
 基本的な読解》
 
文章構成をプリントに書き込むことができる
 
 
《Ⅱ
- ３
 説明のくふう》
 
説明のくふうをカード
 
 
《Ⅲ
- １
 学習課題の選択
 
調べたい課題をカードに書き込むことができ
 
 
《Ⅲ
- ２
 探求計画の作成》
 
調べる計画をプリントに書き込むことがで る
 
 
《Ⅲ
- ３
 課題探求活動》
 
知り得た情報 カードに書き込むこと できる
 
 
《Ⅳ
 事典づくり》
  
記事にする をプリントに書き込むことができる
 
 
《Ⅴ
 手紙のやり取り》
 
伝えたいことがら 手紙に書き込むことができる
 
 70
出すことができる」という、 【仮説②】が成立していると言えるであろう。
 
  
「雪の事典づくり」の授業をもとに、総合的な国語科教育を構成する三つの要素と〈ネットワーク〉の持つ九
つの「情報と言葉の特性」との関係は、次のように一般化
してまとめることができる。これらの特性は、国語科
において総合的な学習指導を組織する際の有効なチェックリストにもなり得る。
 
 
各学習過程において、これらの特性をまんべんなく満たしていくことにより、 〈ネットワーク〉が機能する場の
構築が可能となり、学習者を中心にした〈ネットワーク〉に「持続性」を持たせ ことができるのである。
 
             
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
 
 
 
 
 
〔関連性〕
 
言葉や情報のつながりを把握する
 
 
 
 
 
 
 
〔階層性〕
 
言葉や情報の重なりを整理する
 
 
 
 
 
 
 
〔蓄積性〕
 
言葉や情報を収集していく
 
 
（２）コミュニケーション
 
 
 
 
 
 
 
〔双方向性〕言葉や情報を互いに交流する
 
 
 
 
 
 
 
〔開放性〕
 
言葉や情報を全員が活用できる
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
 
 
 
 
 
〔具体性〕
 
言葉や情報を手がかりに基づいて考える
 
 
 
 
 
 
 
〔多様性〕
 
言葉や情報の異なりを引き出す
 
 
 
 
 
 
 
〔個別性〕
 
言葉や情報を自分で選ぶ
 
 
 
 
 
 
 
〔即応性〕
 
言葉や情報をただちに書き込むことができる
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第三章
 
国語科学習指導における〈ネットワーク〉
 
 第一節
 
〈ネットワーク〉を授業に活用することの意義
 
 
一
 
教科教育における総合的な学習
 
  
本研究は、国語科における総合的な学習指導のあり方を〈
ネットワーク〉という観点から考察しようとしたも
のである。
 
 
第一章において述べたように、本論における〈ネ
ットワーク〉の定義は次のとおりである。
 
 
この定義に立つと、国語科の授業に〈ネットワーク〉を組み込むことによって、総合的な学習指導を豊かに展
開するには、次の二つのことがらを明らかにする必要があることを指摘した。
 
 【本論における〈ネットワーク〉の定義】
 
・複数の要素が何らかの関係によって結びつき、ある程度持続性を持っている状態
 
 
国語科の学習における〈ネットワーク〉に
 
 
 
Ａ
 
どのような「複数の要素」を結びつけるのか。
 
 
 
Ｂ
 
どのようにして 持続性」を持たせるのか。
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第一章において、倉澤栄吉氏の論を引き、国語科における総合的な学習指導は、学習の中に多様な「かかわり」
をつくっていくことによって実現されることを論じた。総合的な学習指導を支える「かかわり」として、学習者と学習者との「かかわり」や、学習者と図書資料との「かかわり」 どが考えられる。前者は、人を おして情報を得る「かかわり」であるのに対し、後者は、モノ とおして情報を得る「かかわり」である。もう一つ、両者の中間的な性質を持つ「 かわり」と て、学習者や教師以外の人との「かかわり」が存在する。
 
 
このように、学習者に多様な情報をもたらし、総合的な学
習指導を支えていく「かかわり」を、 〈多様な情報を
結びつけるネットワーク〉 し 、次の おり整理した。
 
       
これらの〈ネットワーク〉を授業の中に組み込むことにより、学習活動を多様に展開していくことが可能とな
り、総合的な学習指導を実現することができるのではないかと考えたのである。
 
 
二
 
国語科における総合的な学習指導
 
  
第一章においては、さらに、堀江祐爾氏の論を引き、 〈ネットワーク〉が授業の中に組み込まれると 〈ネット
ワーク〉が持つ「情報と言葉の特性」がその場に生み出され、それらが総合的な学習指導を支えていくことを論
 
多様な情報を結びつけるネットワーク
 
 
 
〈ａ
 学習者と学習者を結ぶネットワーク〉
 
 
 
〈ｂ
 学習者と図書情報を結ぶネットワーク〉
 
 
 
〈ｃ
 学習者と情報提供者を結ぶネットワーク〉
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じた。国語科学習指導を支える〈ネットワーク〉が持つ特性とは、次の九つである。
 
  
関連性―――情報を関連づけることができる
 
 
階層性―― 情報を階層化することができる
 
 
蓄積性―― 情報を蓄積することができる
 
 
双方向性― 情報を双方向にやりとりすることができる
 
 
開放性―――情報を誰でも活用でき
 
 
具体性―― 情報に具体性 持たせることができ
 
 
多様性―― 情報に多様性 持たせることができる
 
 
個別性―― 情報に個別 を持たせることが
 
 
即応性―― 情報に即応性を持たせることができ
 
  
加えて、大槻和夫氏の論をもとに、国語科における総合的な学習指導の構成要素として、 （１）言語と結びつい
た認識、 （２）コミュニケーション、 （３）実際的な言語活動の三つを導き出した。そして、その三つの構成要素と、堀江祐爾氏の示す「情報と言葉の特性」との関係を次のように整理した。
 
  
 
（１）言語と結びついた認識
 
 
関連性―――情報を関連づけることができる
 
 
階層性―― 情報を階層化することができる
 
 
蓄積性―― 情報を蓄積することができる
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（２）コミュニケーション
 
 
双方向性――情報を双方向にやりとりすることができる
 
 
開放性―――情報を誰でも活用できる
 
 
 
（３）実際的な言語活動
 
 
具体性―――情報に具体性 持たせることができる
 
 
多様性―― 情報に多様 を持たせることが
 
 
個別性―― 情報に個別性を持たせることができる
 
 
即応性―― 情報に即応性を持たせることが き
 
  
こうした枠組みに立つと、 〈ネットワーク〉の持つ九つの
「情報と言葉の特性」を満足する学習活動を展開する
ことにより、国語科教育を構成する三つの要素（１） 、言語と結びついた認識、 （２）コミュニケーション、 （３）実際的な言語活動、を満たすことができるということになる。つまり、国語科教育において〈ネットワーク〉が持つ「情報 葉の特性」をきちん 生かしていくことが、三つの構成要素を保障することであり、総合的な学習指導を 現する有効な手だてとなるのである。
 
 
〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉と、その〈ネットワーク〉が持つ九つの「情報と言葉の特性」を活
用して、総合的な学習指導を実現するために、本論においては、次のような 「総合的な国語科学習を支える〈ネットワーク〉の仮説」を設定した。
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 第二節
 
具体的な授業における〈ネットワーク〉のあり方と特性のあらわれ方
 
 
一
 
〈ネットワーク〉を組み込むことにより生み出される新しい情報
 
  
「 〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を学習者に結びつけることによって情報が生まれ、それらの情報の
積み重ねから生み出された情報が、他の学習活動において活用されていく。 」という【仮説①】を検証するため、「雪の事典づくり」の授業を分析した。
 
 
〈ネットワーク〉を授業に組み入れることにより、学習者にさまざまなものが結びつき、何らかの情報が生み
出される。 「雪の事典づくり」の授業においては、複数の〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を組み込むことにより、学習者から出されたも を重ねることにより 新しい情報を生み出し、学習を関連づけることができた。その〈ネットワーク〉のありようは、図に示したとお である。
 
 【仮説①
 
学習者を中心にした〈ネットワーク〉の構築】
 
 
 
〈多様な情報を結びつけるネットワーク〉を学習者に
結びつけることによって情報が生まれ、それらの情
 
 
 
報の積み重ねから生み出された情報が、他の学習活動において活用されていく。
 
【仮説②
 
〈ネットワーク〉が機能する場の構築】
 
 
 
〈ネットワーク〉の持つ九つの「情報と言葉の特性」をまんべんなく満たすことによって、 〈多様な情報を
 
 
結びつけるネットワーク〉が機能し、安定して充実した情報 生み出すことができる。
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第Ⅲ次 《３   課題探究活動》 
図書 
情報 
情報 
提供者 
情報 
学習者 学習者 
第Ⅱ次 《１   基礎的な言語事項》 《２ 基本的な読解》 
    《３   説明のくふう》 
学習者 
学習者 
意味がわからない言葉 
練習が必要な漢字 
雪に関する基本的知識
・ 説明のポイント 
情報 
図書 
情報 
第Ⅲ次 
《１   学習課題の選択》 
自由課題 ・共通課題 
情報 
学習者 学習者 
第Ⅲ次 
《２   探求計画の作成》 
探求計画 
情報 
学習者 
学習者 
第Ⅳ次 《事典づくり》 
学習者 
情報 
学習者 
事典記事 
第Ⅰ次 《言葉リストづくり》 
情報 
雪の言葉リスト 
学習者 
学習者 
図書 
情報 
第Ⅴ時 《手紙のやり取り》 
情報 
学習者 学習者 
雪や事典づくりへ 
の新たな興味 
図書
情報 
情報 
提供者 
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二 
総
合
的
な
学
習
活
動
に
お
け
る
〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
の
特
性 
  
「〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
の
持
つ
九
つ
の
『
特
性
』
を
ま
ん
べ
ん
な
く
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
多
様
な
情
報
を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
が
機
能
し
、
安
定
し
て
充
実
し
た
情
報
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
が
【
仮
説
②
】
で
あ
っ
た
。 
 
「
関
係
性
」、「
階
層
性
」、「
蓄
積
性
」、「
双
方
向
性
」、「
開
放
性
」、「
具
体
性
」、「
多
様
性
」、「
個
別
性
」、「
即
応
性
」
と
い
う
九
つ
の
〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
の
特
性
を
ま
ん
べ
ん
な
く
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
合
的
な
国
語
科
学
習
指
導
の
構
成
要
素
で
あ
る
（
１
）
言
語
と
結
び
つ
い
た
認
識
、（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、（
３
）
実
際
的
な
言
語
活
動
、
を
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
「
雪
の
事
典
づ
く
り
」
の
授
業
で
は
、
す
べ
て
の
学
習
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
九
つ
の
「
情
報
と
言
葉
の
特
性
」
が
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。 
          
 
（
１
）
言
語
と
結
び
つ
い
た
認
識 
 
 
 
 
 
 
〔
関
連
性
〕 
言
葉
や
情
報
の
つ
な
が
り
を
把
握
す
る 
 
 
 
 
 
 
〔
階
層
性
〕 
言
葉
や
情
報
の
重
な
り
を
整
理
す
る 
 
 
 
 
 
 
〔
蓄
積
性
〕 
言
葉
や
情
報
を
収
集
し
て
い
く 
 
（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 
 
 
 
 
 
 
〔
双
方
向
性
〕
言
葉
や
情
報
を
互
い
に
交
流
す
る 
 
 
 
 
 
 
〔
開
放
性
〕 
言
葉
や
情
報
を
全
員
が
活
用
で
き
る 
 
（
３
）
実
際
的
な
言
語
活
動 
 
 
 
 
 
 
〔
具
体
性
〕 
言
葉
や
情
報
を
手
が
か
り
に
基
づ
い
て
考
え
る 
 
 
 
 
 
 
〔
多
様
性
〕 
言
葉
や
情
報
の
異
な
り
を
引
き
出
す 
 
 
 
 
 
 
〔
個
別
性
〕 
言
葉
や
情
報
を
自
分
で
選
ぶ 
 
 
 
 
 
 
〔
即
応
性
〕 
言
葉
や
情
報
を
た
だ
ち
に
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る 
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第三節
 
〈ネットワーク〉による教育の総合化
 
  
本論においては、国語科における総合的な学習指導について〈ネットワーク〉という視点から、二つのあり方
を明らかにしてきた。
 
 
一つは、学習者に〈ネットワーク〉を
結びつけることにより、情報が出され、それを重ねることによって生み出された情報が他の学習活動で活用されていくという仮説であり、もう一つは、 〈ネットワーク〉の特性をまんべんなく満たしていくこ により、授業の中の〈ネットワーク〉を動かし、情報を生み出していけるという仮説であった。
 
 
前者は、授業において、学習者と〈ネ
ットワーク〉とをいかに結びつけていくかということについての仮説であり、後者は、教育の場において機能する〈ネットワーク〉の特性に関する仮説であ 。
 
 
授業実践を通してその有効性が確認
されたこれらの仮説は、そのまま本論が
【仮説
①
 学習者を中心
にした
〈ネットワーク
〉 の構築
】
〈多様な情報を結びつけるネットワーク
〉を学習者に
結びつけることによって情報
が生まれ、それらの情報
の積み重ねから生み出された
情報 、他の学習活動に
おいて活用されていく
。
【仮説
②
 〈ネットワーク〉が
機能する場の構築
】
〈ネットワーク
〉のもつ九つの
「情報とことばの
特性」をまんべんなく
満たすことによって、
〈多様
な情報を結びつけるネットワーク
〉が機能し、安
定して充実した情報を生
み出すことができる。
多様な情報を結びつけるネットワーク
・関連性・階層性・蓄積性・双方向性・開放性・具体性・多様性・個別性・即応性
〈ネットワーク
〉の特性
（１）言語
と結び
ついた
認識
（２）コミュニケーション（３）実際的
な言語活動
国語教育の
構成要素
学習者
情報
提供者
図書
情報
学習者
（４）学習の関連づけ
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国
語
科
の
学
習
に
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る
〈
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ッ
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〉
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「
Ｂ 
ど
の
よ
う
に
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て
「
持
続
性
」
を
持
た
せ
る
の
か
」
に
対
す
る
解
答 
【
要
件
① 
学
習
者
を
中
心
に
し
た
〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
の
構
築
】 
 
 
〈
多
様
な
情
報
を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
を
学
習
者
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
が
生
ま
れ
、 
 
そ
れ
ら
の
情
報
の
積
み
重
ね
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
情
報
が
、
他
の
学
習
活
動
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
く
。 
【
要
件
② 
〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
が
機
能
す
る
場
の
構
築
】 
 
 
〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
の
持
つ
九
つ
の
「
情
報
と
言
葉
の
特
性
」
を
ま
ん
べ
ん
な
く
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
多 
 
様
な
情
報
を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
が
機
能
し
、
安
定
し
て
充
実
し
た
情
報
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 
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おわりに
 
  
一九九八（平成一〇）年度版学習指導要領にもとづき新設されるであろう「総合的な学習の時間」は各教科ご
とに行われている学習を何らかの関係によって結びつけ、学校教育全体を総合化することをめざすものだと考えられる。ここでも、やはり、各教科間の連携や横断的・総合的な指導という、 〈ネットワーク〉が必要とされているのであ 学校教育を総合化していくためには、要素としての教科教育のあり方が問われ であろう。教科教育が総合化す ことにより 学習者がさまざまなものと結びつけ いくことも可能となる。
 
 
本論においては、国語科における総合的な学習指導について、 〈ネットワーク〉という視点から、そのあり方を
探ってきたわけであるが、当然、 「 的な学習の時間」 行われる総合学習においても、本論から明らかになった〈ネットワーク〉 り方を生かすことができるはずである。
 
 
学校教育の総合化のために 各教 いて、複数の要素を結び けた持続的な〈ネットワーク〉を築いて
いくことが重要であろう。各教科の総合化は学校教育全体
の総合化を支えるものであり、学校教育の総合化も各
教科の総合化を支えることにな 。国語科における総合的な学習指導の り方をもとに、他教科や学校教育全体とのつながりも視野に入れた研究を続けていきたい。
 
 
「一行五十字、一頁二〇行、一頁あたり一〇〇〇字、四〇〇字換算二〇〇枚。五〇字×二〇行×八〇頁÷四〇〇字＝二〇〇枚」
 
                                        
         
 
１ 
金子郁容『ネットワーキングへの招待』中公新書、一九八六年
 
七～八頁
 
２ 
倉澤栄吉『解説
 
国語単元学習』東洋館出版社、一九九三年
 
二三九頁
 
３ 
堀江祐爾「国語科学習指導に高度情報ネットワークを生かす」 『月刊国語教育研究』三〇一号
 
日本国語教育学会、一九九七年五月
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明治図書
  
一九九八年
 
 
浜本純逸
 
「国語科における総合的な 」 『日本語学』一一月号
 
 
 
明治書院
  
一九九八年
 
 
小森茂
  
「小学校における『総合的な学習の時間』 考え方」 『日本 学』一一月号
 
明治書院
  
一九九八年
 
【国語教育・情報活用】
 
 
小田迪夫
 
「情報の質と生産点を問う力を育てる」 『月刊国 』八月号
 
 
東京法令出版
 
一九八八年
 
 中洌正堯
 
「情報化社会論と国語教育」日本国語教育学会編『
ことばの学び手を育てる国語単元学習の新展開１理論編
』
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東洋館出版社
 
一九九二年
 
 
大西道雄
 
「国語科における情報活用能力の育成」 『国語科教育』三九集
 
     全国大学国語教育学会
 
一九九二年
 
 
堀江祐爾
        「国語科におけるコミュニケーションの学習指導の目的―
コミュニケーション能力が育つ学習指導を考えるため
 
 
の基礎となる観点」 『月刊国語教育研究』二六四号
 
 
 
日本国語教育学会
 
一九九四年
 
 
田近洵一
 
「自己学習能力としての情報受容・活用
能力」 『教育科学国語教育』五二九号
 
明治図書
  
一九九六年
 
 
堀江祐爾
 
「アメリカにおける〈新しい〉国語科学力評価の方法
」 『国語科教育』四四集全国大学国語教育学会
 一九九七年
 
○堀江祐爾
 
「国語科学習指導に高度情報ネットワークを生かす」 『月刊国語教育研究 〇一号
 
日本国語教育学会
 
一九九七年
 
 
斉藤勉
  
「新たな『対話』形式の模索
 ―『ネットワーク』を用いた宮沢賢治の詩の授業展開―」 『月刊国語教育研究』
 
 
三〇二号
 
 
 
 
 
 
 
日本国語教育学会
 
一九九七年
 
 
田近洵一
 
「情報受容・活用教育の課題」 『月刊 教育』二一二号
 
 
 
東京法令出版
 
一九九八年
 
 
小林一仁
 
「国語科での情報化への対応」 『月刊 教育』二一 号
 
 
 
東京法令出版
 
一九九八年
 
 
相澤秀夫
 
「 『ことばの世紀』におけるコミュニケーション教育」 『日本語 』七月号
 
明治書院
  
一九九八年
 
 
浜本純逸
 
「調べ学習で情報活用能力の基礎を育て
る」 『教育科学国語教育』五六七号
  
明治図書
  
一九九八年
 
 
小田迪夫
 
「情報への知的欲求を喚起する手だて 」 『教育科学国語教育』五六七号
 
明治図書
  
一九九八年
 
【総合学習】
 
 
佐藤学
  
「総合学習と教科教育の改造」柴田義松編著『教育課程編成の創意と工夫』
 
学習研究社
 
一九八○年
 
 
東洋
 
 
「これからの〈学力観〉と〈教育評価〉 」 『総合 技術』一月号
 
 
小学館
 
 
一九八○年
 
 
高橋勝
  
「リアリティを生きるための総合的学習」 『現代 科学』四七八号
 
 
明治図書
  
一九九六年
 
 今野喜清
 
「学校知の変革と新教育課程編成の課題」 『教育展望』一
･二月号
 
 
教育調査研究所
 
一九九七年
 
 
高階玲治
 
「 『知』と『生きる力』の統合を目指す」 『授業研究２１』七月号
 
 
明治図書
  
一九九七年
 
 
市川博
  
「 『総合 習』をめぐ 五つ 疑問に答える 生活科授業を楽しく』一〇月号
 
明治図書
  
一九九七年
 
 
児島邦宏
 
「 『総合的な の時間』新設のねらいと運営の原則」学校改革研究センター編『 「総合的な学習の時間」をどう
 
 
運営するか』
 
 
 
 
 
 
 
明治図書
  
一九九八年
 
 
松田文子
 
「教科学習の 学習化」 『学校教育』九七四号
 
 
 
 
広島大附属小学校
 
一九九八年
 
 
佐伯胖
  
「総合的学習と教科の 」 『学校教育』九七五号
 
 
 
広島大附属小学校
 
一九九八年
 
 
初田隆
  
「総合学習の航路は子どもたちにきけ！」 『教育 あゆみ』一八号
 
 
兵教大附属小学校
 
一九九八年
 
【情報】
 
 
坂本賢三
  
「高度技術時代の人間」 『岩波講座
 教育の方法
 一〇
 教育と機械』
 
 
岩波書店
  
一九八七年
 
 
松田稔樹
 
「情報」 『新教育 大事典』
 
 
 
 
 
 
第一法規
  
一九九○年
 
 
三宅なほみ他
 
「状況的教育とはなにか」 『現代思想』六月号
 
 
 
 
青土社
 
 
一九九一年
 
 
中島秀之
 
「対話への認知科学的アプローチ」 『日本語学』九月号
 
 
 
明治書院
  
一九九五年
 
 
荻野綱男
 
「文化の多様性と語彙の多様化」 『国文学』九月号
 
 
 
學燈社
 
 
一九九六年
 
 
佐伯胖
  
「学びのネットワーク」佐伯胖他編『学び合う共同体』
 
 
 
東京大学出版会
 
一九九六年
 
 
中村雄二郎
 
「情報ネットワーク社会」中村雄二郎『術語集Ⅱ』
 
 
 
岩波新書
  
一九九七年
 
 
佐伯胖
  
「高度 化と教育の課題」 『岩波講座
 現代の教育
 第八巻
 情報とメディア』
 
岩波書店
  
一九九八年
 
 
金子郁容
 
「ネットワーク社会と教育における相互編集性」 『岩波講座
 現代の教育
 八
 情報とメディア』
 
岩波書店
  
一九九八年
 
 
吉崎静夫
 
「情報化に向けての新しい授業 創出」 『教育展望』一〇月号
 
 
教育調査研究所
 
一九九八年
 
                           
 
資
 
料
 
編
 
 
                            Ⅵ
 なだれ
 Ⅴ
 除雪
 Ⅳ
 雪下ろし
 Ⅲ
 雪囲い
Ⅱ
 遠雷
 Ⅰ
 根雪
防雪林防雪林なだれよけのトンネル季節風 除雪車ダンプカー消雪パイプかんじき雪ふみ シャベル雪かきスノーダンプ雪の積もり方 雪囲いよしずふぶきなが木 はだ寒い遠雷雪おこし季節風 根雪雪の積もり方横手盆地雪国の気温
 利用・物語  生き物２  生き物１  楽しみ２ 楽しみ１  くらし・行事 性質・ふり方
雪むろ雪ダム雪男雪女 雪うさぎ北きつねさる雷鳥 雪うさぎ雷鳥さるタンチョウヅル かまくらスノーボードスキー スキースノーボードかまくら なべものだんぼうきぐ行事なまはげ ひょうこな雪雪 結晶
Ａ
（ 　
 Ｂ 　　
）
（ 　
 Ｃ 　　
）
（ 　
Ｄ 　　
）
共通課題
（ 「雪のあるくらし」 の言葉）
自由課題
（ 「雪の言葉リスト」より）
雪の事典
Ｒ 
(
Ｕ
)
(
Ｔ
)
(
Ｓ
)
【参考資料
  指導の中で使用した資料】
 
                                               ②雪の言葉リスト
 
〔 第Ⅰ次〕 雪に 関する言葉を出し合う
                ☆整理した「雪の言葉」にふれる
 
                                                ・ 「雪の言葉カード」によって出された言葉を、一覧表として整理した「雪の
 
                                                  言葉リスト」を見ながら、全員で共有した。
 
   ①雪の言葉カード
 
    ☆一人ひとりが持つ「雪の言葉」をカード
 
      に書き出す
 
     ・雪の言葉に関する〈学習者と学習者〉
 
      のネットワークを組織するために、
 
     「雪の言葉カード」を用いた。
 
               
 
 
 【雪の性質・ふり方】
 
 
・ふぶき
 
・こな雪
 
・なだれ
 
・大雪
 
・あられ
 
・ぼたん雪
 
・ひょう
 
・大つぶ
 
・ひょうが
 
・ゆきげしょう
 
・ゆきのけっしょう
 
・
 こぶり
 
・
  
 【雪国のくらし】
 
 
・あつぎ
 
てぶくろ
 
・犬ぞり
 
・だんぼう
 
・ストーブをつける
 
・ながぐつ
 
・雪かき
 
・なべもの
 
  【雪を使った楽しみ】
 
・雪がっせん
 
・スキー
 
・雪だるま
 
・かまくら
 
・スノーボード
 
・そり
 
・スケート
 
・雪まつり
 
・長野オリンピック
 
・すべりだい
 
・スノーブレード
 
・犬ぞりレース
 
・おとしあな
 
･雪の上にとんでねころぶ
 
・雪あつめ
 
  【雪と動物】
 
 
・白クマ
 
・ペンギン
 
・アザラシ
 
・うさぎ
 
・シカ
 
・トナカイ
 
・北きつね
 
・ユキヒョウ
 
・サル
 
・おおかみ
 
・クリオネ
 
  【雪の歌や物語】
 
 
・手ぶくろを買いに
 
・つるのおんがえし
 
・ゆきやこんこ
 
・雪女
 
･雪男
 
・ホワイトラブ
 
  【雪の利用】
 
 
・こおり
 
・こおりのちょうこくづくりのときのせっちゃくざいがわり
 
  【その他】
 
 
・ほっきょく
 
・クリスマス
 
・サンタクロース
 
・冬
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※網掛けは教材「雪のあるくらし」に使われている言葉
 
雪の言葉リスト
〔 第Ⅱ次〕 雪に 関する説明文を読む
 
     ①意味がわからない言葉を確認する
 
     ・指導者の範読を聞き、意味がわからない言葉にしるしをつける。
 
     ・ 「意味がわからない言葉カード」に記入。
 
     ・意味がわからない言葉一覧表を作成（各言葉ごとの人数を記入しておき、重なりを確かめる） 。
 
     ・朝の学習時間に辞書で調べる。
 
                      ②練習が必要な漢字を確認する
 
            ・それぞれの学習者にとって練習が必要な漢字を書き出す。
 
            ・練習が必要な漢字一覧表作成（人数を記入しておき、重なりを
 
              確かめる） 。
 
            ・出された漢字以外は必ず漢字で書き、練習が必要な漢字につい
 
              ても、 「雪の事典づくり」の中で使えるようになることを約束。
 
   
 
・根雪（
１１
）
 
・本州（１）
 
・新庄盆地（３）
 
・横手盆地（２）
 
・盆地（１）
 
・魚沼地方（１）
 
 
・めっきり（２）
 
・秋晴れ（２）
 
・どんより（１）
 
・はだざむい（２）
 
・遠雷（
２０
）
 
・ときおり（１）
 
 
・初冬（１）
 
・雪おこし（１）
 
・雪おろし（１）
 
・季節風（７）
 
・入道雲（４）
 
・不気味（２）
 
 
・雪囲い（５）
 
・じか（２）
 
・よしず（９）
 
・庄内（１） ・なが木（５）
 
・横木（１）
 
 
・かや（２）
 
・すだれ（５）
 
・よしやかや（１）
 
 
・スノーダンプ
 
・かえって（１）
 
・除雪車（７）
 
・かんじき（１）
 
・雪ふみ（２）
 
 
・なだれ（１）
 
・南風（１）
 
・防雪林（
１２
）
 
・防雪（４）
 
・防雪だな（４）
 
・清水峠（１）
 
 
・上越線（１）
 
・板谷峠（１）
 
・鉄こつ（１）
 
 
・うちかつ（１）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※括弧内は枚数
 
意味がわからない言葉一覧
 
・潟（
１８
）
 
・峠（
１８
）
 
・除（
１８
）
 
 
・盆（
１７
）
 
・奥（
１５
）
 
・越（
１５
）
 
 
・編（
１０
）
 
・症（
１０
）
 
・厚（９）
 
 
・沼（９）
 
・防（９）
 
・雷（８）
 
 
・沢（７）
 
・州（３）
 
・側（２）
 
 
・造（２）
 
・岡（２）
 
・囲（１）
 
 
・横（１）
 
・勝（１）
 
・雲（１）
 
 
・散（１）
 
・遠（１）
 
・鳴（１）
 
 
・晴（１）
 
・半（１）
 
・福（１）
 
※括弧内は枚数
 
練習が必要な漢字一覧 
      ③文章構成を把握するために、 「文章分解プリント」を使う
 
      ・教材全文を意味のまとまりごとに切り抜く。
 
      ・切り抜いたもの 台紙に貼 付けていく。
 
      ・意味のまとまりごとにキーワードを抜き出す。
 
      ・教材文についての感想をまとめて用紙に記入 る。
 
                     
             
〔 第Ⅲ次〕 雪に 関する情報を集める
 
    ①複数の方法で情報を集め、交換する
 
    ・学習者から提出された「くわしく調べようカード」をもとに学習グループを組んだ。全員のカードを分類して担当グループに配布し
 
      調べる言葉や観点を話し合う参考に役立
てるというかたちで〈学習者と学習者〉のネットワークを組織した。
 
                      
「くわしく調べようカード」
 他のグループの学習から出された 
 言葉と観点 
  Ａ
 
「なだれよけのトンネル」
 
どんなふうに作るのか？
 
     Ａ
 
「季節風」
 
なんで季節風が弱まるの？
 
       Ａ
 
「雪ふみ」
 
何メートルぐらい下にさがるのか？
 
・ 「ふん水のようなしかけ」どんな形か（Ｆ）
 
・ 「除雪車」他の使い方は？（Ｇ）
 
・ 「雪ふみ」一日三回も？（Ｈ）
 
・ 「雪ふみ」どういうふうにしてるのか（Ｉ）
 
・ 「雪ふみ」一日三回は朝昼夜のいつの間（Ｊ）
 
・ 「かんじき」どうやって作るのか（Ｋ）
 
・ 「かんじき」どれくらいでかいか（Ｌ）
 
・ 「かんじき」どんなふ に使うのか？（Ｍ）
 
Ａ
      （雪ふみ・季節風・トンネル）
 
 
 →かんじき
 
Ｂ
      （雪ふみ・なが木）
 
 
 
 
 
 
 
 →雪ふみ
 
Ｃ
      （ふん水のよう しかけ・除雪車）
 →除雪車
 
Ｄ
      （根雪・入道雲・防雪林・かんじき）→ダンプカー
 
Ｅ
      （かんじき 防 林）
 
 
 
 
 
 
 →消雪パイプ
 
Ⅴ 除雪 担当グループ 
話し合って、調べる言葉
を分担する 
共通課題
 
･･･ 教材﹁雪のあるくらし﹂に出てくる言葉
 
                  Ｎ
 
種類
 
 
 
 
 
 
動物
  
調べたいこと
 
ペンギン
 
                 Ｎ
 
種類
 
 
 
 
 
 
楽しみ
  
調べたいこと
 
犬ぞりレース
  
              Ｎ
 
種類
 
 
 
 
 
 
利用
  
調べたいこと
  こおり
  
Ｎ
  （こおり・ペンギン・犬ぞりレース）→雪むろ
 
Ｏ
  （こおり・キタキツネ・雪合戦）
 
 →雪ダム
 
Ｐ
  （こおり・手ぶくろ・スキー）
 
 
 →雪女
 
Ｑ
  （ひょうが・雪男 スノーブレ ド）→雪男
 
雪の利用・物語グループ 
「もっと調べようカード」
話し合って、調べる言葉
を分担する 
自由課題
 
･･･ 学習者が興味を持つ言葉
 
    ②調べる方法や観点を決め活動の計画を立てる
 
     ・自分が調べることがらについて、調べる方法や観点を記入した
 
      「調べ計画書」 をグループ内で交換し、 アドバイスを書き合った。
 
       それぞれが調べることや観点は、グループごとの 「調べ計画表」
 
       を教室内に掲示して相互交流した。
 
                      
   Ｅ
 
  
   Ｄ
 
  
   Ｃ
 
  
   Ｂ
 
  
   Ａ
 
  
 名
 前
 「雪のあるくらし」調べ計画表
 
（５）
班
 
どれくらい雪をとかすのか
 
いつ水を出すのか
 
消雪パイプはどんな形か
 
どういうふうに使うのか
 
どこで使うの
 
ダンプカーはいつ使うのか
 
除雪車を
 
除雪車をなぜ使うのか
 
除雪車をいつ使うのか
 
雪ふみはどこでやるのか
 
雪ふみはいつのうちにするのか
 
いつ雪ふみをするのか
 
かんじきはどうやって使うか？
 
かんじきはどうやって作るのか？
 
かんじきはどんな大きさ
 
調
 べ
 る
 こ
 と
 
教室内に掲示 
    「雪のあるくらし」調べ計画書
 
               （５）
班
 
 
 
 
 
（
  Ａ
 
 
）
 
 調べること
 
〔かんじき〕
 
 調べるポイント
 
     ・どんな大きさか
 
 
（インターネット・事典）
 
     ・どうやって作るのか（インターネット・事典）
 
     ・どうやって使うのか（インターネット・事典）
 
 アドバイス
 
（
  Ｅ
 
 
）
より
 
・おうちの人とか近所の人とかが知っているかもしれないから聞いてみたら？
 
   ③多様な方法で調べる
 
    ・さらに詳しい情報を得ようとして、情報提供者に電子メ
ールを送った。そのときに「質問カード」を使った。
 
                         
質問カード（直接・メール）
 
 
（５）
班
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
Ａ
 
）
 
 かやの小学校の
 
Ａ
 
です。雪のことでしつ問
していいですか。かんじきはどうやって作るのですか？
 
もう二問ききます。かんじきはどう
いうふうに使うのですか？
 
かんじきはどれく
ら の大きさですか？
 
教えてください。
 
「雪のあるくらし」調べカード
（２）
枚目
 
 
（５）
班
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
Ａ
 
）
 
 調べるポイント
 
・かんじきはどうやって作るのか
 
・かんじきはどんな大きさか
 
調べ方
 
・電子メール（鳥山さん）
 
わかったこと
 
・かんじきは竹と木のつるであんだものがほとんどで、かんじきはくつの大きさより
１０
㎝～
１５
㎝ぐらい大きくしたものです。雪をふんで歩きやすいようにするどうぐです。
 
友だちの意見
（
 
 
）
より
 
 
 
Ａ
 
さんへ
 
  「かんじき」 を使うことも、 あまりなくなりました。私の勤めている中学生に聞いても「それ、なあに？」と言います。
 
 「かんじき」は長靴の下につける のです。竹と木
のつるで編んだものがほとんどですが、 この頃はプラスチック できた もあるよう 。 雪深いところを歩くとき、長くつ けではズボズボと沈んでしまい、上手に歩くことができません。ですから、山を歩かなくてはならない人 （こちらでは営林署の人や冬にリンゴの枝を切る人）にとっては、とっても便利なもの。よくテレビに映 忍者が、何か足につけて水の上を歩いているでしょう。あれを想像して下さい。自分の体重を一つの所（足の裏）だけにか ないようにる道具なのです。
 
 「かんじき」は私も作れません。もう、作れる人は
ほんの少しでしょう。竹と木のつる 皮などで作るのですが、作り方は私もくわしく わからな の す。調べてみますね。
 
 
大きさは、靴の大きさを
１０
～
１５
センチぐらい大き
くしたものです。 できたら実物の映像 今度送ってあげま ょう。
 
青森の鳥山より
   ④調べたことを交流する
 
    ・どうしてもわからなくて困っている学習者を教師や他の学習者が助けられるように「もっと調べよう交流プリント」 「ヘルプカード」
 
      を使った。
 
                        
 
 
 
 
 ヘルプカード
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
Ｘ
 
）
 
 ●友だちが調べていることの参考になる資料
 
 
 
 
 
 
（あなたのメモが友だちをたすけます）
 
    
Ｙ
 
さんへ
 
  
 
 
冒険図鑑の３２８ページ～３２９ページ
 
  ●あなたがこまっていること
 
  もっと調べよう交流プリント
 
名前
（
 
 
 
Ｒ
 
 
 
）
 ●
 自分が調べていることと関係のありそうな課題はどれでしょう。
 
（
 
 
かまくら
 
 
 
）
 
（
 
 
 
雪ダム
 
 
 
）
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 ●
お互いに交流（教え合い）して、わかったことを書きましょう。
 （
 
 
Ｖ
 
 
）
さんとの交流
 
 
 
雪ダムは夏の水不足をかい消するための物
 
 （
 
 
Ｗ
 
 
）
さんとの交流
 
 
 
かまくらは中はあたたかいしおでんが食べれる
 
〔 第Ⅳ次〕 雪に 関する情報をまとめる
 
     ①集めた情報や説明のくふうを使って事典を完成させる
 
      ・ 「文章組み立てプリント」を使って文章構成をくふうす 。
 
      ・ 「調べカード」にまとめた情報を説明のくふう もとに文章化する。
 
                       
 
 
 文章組み立てプリント
 
            （５）
班
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （
 Ａ
 ）
 
はじめ（自分が説明すること）
 
・わたしはかんじきのことについて調べました。
 
なか（調べてわかったこと）
 
 
かんじきはどうやって作るのか
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
↓
 
 
かんじきはどれくらいの大きさか
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
↓
 
 
かんじきはどうやって使うのか
 
 
 
 
  
おわり（まとめ・感想や意見）
 
・かんじきはどうやって作るのかわかってすごくよかった。
 
（
 
Ｂ
 ）
より
               ・よくしらべている
      
かんじき
                                    〔
 Ａ
 〕
 
 
わたしはかんじきのことについて調
べました。
 
 
かんじきは竹と木のつるであんだも
のがほとんどです。
 
 
かんじきは自分のくつの大きさより
１０
㎝～
１５
㎝ぐらい大きくしたもので
す。
 
 
雪の上をかんじきをつけて歩いて平ら
にして、歩きやすくする道具です。
 
 
かんじきは、くつの大きさより
１０
㎝～
１５
㎝ぐらい大きくて、そうぞうしたより
すごく大きかった。
 
 
さいきんでは、 「かんじき」 という言葉
はあんまり聞 ません
。
 
ぼくもかんじきは直径
２０
㎝ぐらいと思っていた。 （
  Ｂ
  ）より
 
竹と木のつるであんだってよ 調べた。
 
 
 
 
（
  Ｃ
  ）より
 
よく本を見ていろんなことを調べている
 
 
 
（
  Ｄ
  ）より
 
よく本でかんじきってゆうことを調べている。
（
 Ｅ
 ）より
      Ｒ
 
     Ｒ
 
 
  
Ｒ
交流した「かまくら」との共通点 
   Ｒ
 
（
  Ｓ
 ）
（
  Ｔ
 ）
（
 Ｕ
）
〔 第Ⅴ次〕 雪に 関する情報を分かち合う
 
       ①できあがった事典をもとに全学習を振り返る
 
       ・情報提供者へのお礼の手紙を書くこと とおして、学習の意
味やつながり、自らに蓄積された情報や認識を確認する。
 
                      
 
かんじきは、どれくらいの大きさかわかってよかった
です。ほかにもいろいろしつ問してすみませんでした。おかげでりっぱな事典ができました。本当にありがとうございました 大阪とはち っていいなーと思ったこともあるけど、 「本当に大変なんだなー」と思った。 「雪国の人は春が本当の幸せなんだなー」と思った。
 （
 Ａ
  ）
鳥山さんへの手紙
 
 
ぼくは、 雪のことの勉強を始めた時、 めんどくさいなぁーと
思ったけど、調べているうちにおもしろくなってきました。
 
 
鳥山さんの手紙を読んで中学生の人も知らなかったんだな
ぁーと思った。
 
 
ぼくが、 沖縄と北海道どちらがいいときかれた 、 ぼくは北
海道の方がいいです。理由はホタテ貝などを食べてみたいし、雪合戦をしたいから
                     （
  Ｚ
  ）
鳥山さんへの手紙
 
